
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
期
に
お
け
る
ω
目
○
臼
ω
の
イ
メ
ー
ジ
と
実
態
（
五
二
～
六
面
年
）
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立
川
ジ
ェ
ー
ム
ズ

【
要
約
】
　
近
年
、
中
世
初
期
の
集
会
を
聖
俗
の
制
度
に
区
別
し
、
制
定
さ
れ
た
法
規
の
分
析
を
重
視
す
る
伝
統
的
な
研
究
手
法
が
問
題
法
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
研
究
動
向
を
ふ
ま
え
、
本
稿
で
は
二
戸
ヴ
ィ
ン
グ
朝
の
前
半
期
を
対
象
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
教
会
会
議
」
と
し
て
～
様
に
理
解
さ
れ
て
き
た

ω
旨
。
含
ω
の
史
料
に
お
け
る
イ
メ
ー
ジ
の
分
析
を
試
み
た
。
決
議
史
料
に
お
い
て
は
聖
職
者
の
み
の
宗
教
的
な
集
会
の
イ
メ
ー
ジ
が
顕
著
な
の
に
対
し
、

ト
ゥ
ー
ル
司
教
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
記
述
や
勅
令
に
お
い
て
は
、
王
権
に
直
結
し
た
、
聖
俗
に
と
ら
わ
れ
な
い
役
割
を
持
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
描
か
れ
た
。
こ

れ
は
従
来
の
「
教
会
会
議
」
と
い
う
集
会
概
念
に
よ
り
捉
え
き
れ
な
い
柔
軟
な
。
。
旨
0
9
ω
の
実
態
を
示
す
。
同
時
に
、
史
料
に
お
け
る
ω
旨
0
9
ω
の
取

り
上
げ
方
の
相
違
が
、
聖
・
俗
や
王
権
・
教
会
の
関
係
を
め
ぐ
る
同
時
代
人
の
意
識
と
密
接
に
関
わ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
七
世
紀
以
降
に
一
層

進
展
す
る
と
い
わ
れ
る
王
権
の
キ
リ
ス
ト
教
化
、
さ
ら
に
は
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
承
平
的
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
七
巻
二
号
　
二
〇
㎜
四
年
一
一
…
月

は
　
じ
　
め
　
に

五
一
一
年
七
月
、
メ
ロ
ヴ
イ
ン
グ
朝
の
初
代
王
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
～
世
（
在
位
四
八
一
～
五
＝
）
は
、
王
国
全
土
か
ら
三
二
名
の
司
教
を
オ
ル

レ
ア
ン
に
集
め
8
p
鳥
撃
B
を
開
催
し
た
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
お
け
る
最
初
の
「
教
会
会
議
」
と
さ
れ
、
王
権
と
教
会
の
歩
み
寄
り
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

意
味
す
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
0
8
0
臼
餌
ヨ
と
そ
の
同
義
語
で
あ
る
の
旨
○
身
ω
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ラ
テ
ン
語
と
ギ
リ
シ
ア
語
に
由
来
す
る

用
語
で
あ
り
、
ロ
ー
マ
世
界
に
お
い
て
聖
職
者
の
集
会
を
さ
す
同
義
語
と
し
て
広
く
使
わ
れ
た
（
以
下
で
は
史
料
で
8
a
野
仏
の
場
合
も
、
使
用
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②

頻
度
の
高
い
ω
善
。
α
信
ω
に
よ
り
示
す
）
。
　
～
般
的
に
、
宗
教
集
会
と
み
な
さ
れ
る
ω
旨
0
9
ω
は
「
教
会
会
議
」
や
「
公
会
議
」
と
訳
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
「
教
会
会
議
」
の
役
割
と
し
て
特
に
関
心
を
集
め
て
き
た
の
が
、
教
会
法
規
（
以
下
で
は
原
語
。
き
。
器
ω
に
従
い
カ
ノ
ン
と
呼
ぶ
）
の

制
定
で
あ
る
。
伝
統
的
に
多
く
の
孟
母
者
は
、
こ
う
し
た
立
法
面
の
分
析
を
通
じ
て
集
会
制
度
に
つ
い
て
議
論
を
繰
り
広
げ
て
き
た
。
そ
こ
で

は
「
宗
教
」
と
「
世
俗
」
の
区
分
を
前
提
に
、
「
教
会
会
議
偏
で
は
司
教
に
よ
り
教
会
法
規
が
制
定
さ
れ
、
世
俗
集
会
と
さ
れ
る
「
王
国
集
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

で
は
王
・
俗
人
に
よ
り
世
俗
法
規
が
制
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
た
。

　
し
か
し
近
年
、
中
世
初
期
の
集
会
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
立
法
面
か
ら
集
会
の
役
割
を
規
定
し
、
聖
俗
の
集
会
制
度
を
厳
密
に
区
別
す
る

従
来
の
や
り
方
が
見
直
さ
れ
始
め
て
い
る
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
教
会
会
議
」
や
「
王
国
集
会
」
な
ど
の
集
会
が
、
政

治
・
統
治
と
関
わ
る
多
様
な
案
件
が
扱
わ
れ
る
場
で
あ
り
、
王
国
統
合
に
お
い
て
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点

で
特
に
カ
ロ
リ
ン
グ
期
に
つ
い
て
は
研
究
の
進
捗
が
著
し
い
。
例
え
ば
、
デ
ヨ
ン
ク
は
、
の
病
め
0
9
ω
を
単
に
聖
職
者
に
よ
る
宗
教
集
会
と
み
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

す
の
で
は
な
く
、
王
や
司
教
が
集
う
、
王
国
統
合
を
象
徴
す
る
公
的
な
場
と
捉
え
て
い
る
。
我
が
国
で
も
、
津
田
拓
郎
氏
が
集
会
に
関
す
る
伝

統
的
な
類
型
化
（
「
教
会
会
議
偏
「
王
国
集
会
」
「
混
合
教
会
会
議
扁
）
を
批
判
し
て
お
り
、
一
般
的
に
「
教
会
会
議
」
と
い
わ
れ
る
集
会
が
実
際
は
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

治
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
こ
う
し
た
研
究
の
関
心
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
い
が
、
近
代

的
な
議
会
と
は
異
な
り
中
世
初
期
の
集
会
が
制
度
化
さ
れ
た
聖
俗
の
立
法
機
関
と
い
う
よ
り
は
、
王
権
の
下
で
柔
軟
に
機
能
し
た
公
的
な
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

空
間
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
中
世
初
期
の
政
治
秩
序
に
お
け
る
集
会
の
役
割
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
が
提
示
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン

グ
期
の
集
会
に
つ
い
て
は
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
。
研
究
史
は
次
章
で
詳
し
く
扱
う
が
、
現
在
に
お
い
て
も
伝
統
的
な
国
管
史
的
・
法
制
史

的
な
集
会
認
識
が
強
い
影
響
力
を
有
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
状
況
も
あ
り
、
ω
峯
○
曾
ω
の
多
様
性
は
看
過
さ
れ
、
「
教
会
会
議
」
と
い
う
制
度

に
当
て
は
め
ら
れ
る
こ
と
で
他
の
集
会
と
の
関
係
性
も
十
分
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
近
年
の
動
向
を
ふ
ま
え
、
売
口
ヴ

ィ
ン
グ
期
に
お
け
る
集
会
の
役
割
を
捉
え
直
す
作
業
の
一
環
と
し
て
、
史
料
に
現
れ
る
ω
旨
。
曾
ω
の
イ
メ
ー
ジ
に
注
目
し
、
そ
う
し
た
集
会

37　（309）



が
実
際
に
は
い
か
な
る
実
態
を
示
す
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
ま
た
各
史
料
と
そ
こ
に
描
か
れ
る
イ
メ
ー
ジ
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

王
国
秩
序
の
あ
り
方
や
王
権
の
役
割
を
め
ぐ
る
同
時
代
人
の
意
識
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。
で
は
、
ま
ず
研
究
史
を
ふ
ま
え
た
上
で
問
題
の

所
在
と
分
析
の
方
向
性
を
明
確
に
し
た
い
。

①
さ
し
あ
た
り
、
』
■
鵠
二
二
P
8
Φ
8
ロ
9
の
創
d
法
官
ω
α
①
G
。
二
§
冒
Φ
邑
興

　
8
笥
8
a
別
義
、
．
」
登
鍔
田
8
。
冨
（
Φ
α
マ
）
ト
卜
い
§
融
ミ
魯
G
§
量
§
ミ
ら
ぎ
“

　
妹
ミ
蛸
脚
、
、
ミ
偽
ミ
ミ
＜
⊆
』
．
霊
器
．
一
8
N
O
P
潟
。
。
幣
8
．

②
こ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、
〉
・
冒
ヨ
娼
Φ
・
、
、
N
霞
Ω
Φ
ω
。
ぴ
野
望
①
α
興
ミ
O
答
①
「

　
9
ミ
ミ
鴨
§
仁
巳
ど
秘
軸
ミ
嚇
轟
営
山
導
鎚
艶
（
魯
魯
江
ω
け
囲
8
ず
霧
び
蝕
巴
＄
け
．
．
噂

　
毎
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
蔑
ミ
㌧
ミ
G
§
ミ
賊
§
§
卜
。
（
お
刈
O
）
も
p
マ
ト
。
ド

③
本
稿
で
醤
う
「
俗
人
」
と
は
集
会
に
関
わ
る
よ
う
な
有
力
者
・
貴
族
を
指
す
。

④
竃
U
①
旨
。
鑛
、
．
卑
§
讐
私
消
昏
Φ
紹
昔
目
Φ
伽
δ
＜
巴
b
。
洋
団
．
、
し
只
ψ
≧
圏
ρ

　
≦
℃
。
算
塔
創
麟
菊
里
言
酢
N
（
①
α
ψ
）
■
の
ミ
ミ
§
逼
§
§
§
ぎ
貯
N
ミ
冒
景
Φ
鋒

　
卜
。
0
8
■
薯
．
お
や
ト
。
①
．

⑤
津
田
拓
郎
「
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
お
け
る
王
国
集
会
・
教
会
会
議

　
ー
ピ
ピ
ン
期
・
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
期
を
中
心
に
f
」
噸
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化

　
史
研
究
甑
第
一
一
号
（
工
○
一
〇
年
）
、
＝
二
　
～
一
八
○
頁
。
同
門
カ
ロ
リ
ン

　
グ
期
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
お
け
る
㎎
教
会
会
議
』
」
渡
辺
昭
｝
編
『
ヨ
…
ロ
ピ
ア

　
ン
・
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
歴
史
的
位
相
1
「
自
己
」
と
「
他
者
」
の
関

　
係
史
1
㎞
勉
気
山
山
登
、
二
〇
＝
二
年
、
五
二
～
轟
ハ
一
二
頁
。

⑥
集
会
に
つ
い
て
は
以
下
も
参
照
、
β
沁
Φ
葺
①
5
、
．
》
ω
ω
Φ
ヨ
σ
貯
燈
。
弊
δ
ω
営

　
薫
①
ω
器
ヨ
じ
弓
舞
8
Φ
酔
。
照
日
Φ
じ
弓
陶
印
q
耳
『
O
霧
窪
錯
窪
石
2
σ
q
げ
け
冨
↓
芝
Φ
邸
げ
．
．
層
ぎ
　

　
℃
．
い
冒
9
塁
壁
伽
旨
属
跨
g
（
Φ
住
。
。
．
）
噛
§
鳴
さ
亀
§
ミ
§
、
ミ
ト
8
餌
8
』
O
O
劉

　
8
．
お
b
。
出
ρ
や
ψ
じ
d
四
ヨ
乏
Φ
寓
．
、
室
轟
。
。
■
累
。
巨
①
ω
．
留
畠
〉
ω
。
り
Φ
筥
ぴ
蕾
。
。
ぼ
昏
Φ

　
b
ご
輿
び
豊
磐
囚
5
。
『
q
α
o
窪
ω
、
．
噌
貯
勺
．
ψ
⇔
d
震
口
ぞ
Φ
剴
臼
田
病
竃
。
紹
誘
（
巴
ω
．
）
、

　
㌔
o
ミ
勘
ミ
ェ
旨
§
N
ミ
聴
物
§
、
ぎ
寒
ミ
ミ
§
戴
ミ
恥
冨
鷺
恥
’
日
震
尋
0
9
N
O
8
も
P

　
＝
幽
静
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第
一
章
　
先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
一
九
世
紀
以
来
、
「
教
会
会
議
」
鎚
ω
憲
。
身
ω
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、
制
定
さ
れ
た
カ
ノ
ン
が
主
要
な
材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。
そ

う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
教
会
制
度
や
聖
職
者
の
法
的
立
場
を
始
め
と
し
て
、
カ
ノ
ン
と
世
俗
法
の
関
係
性
、
王
の
決
議
権
・
招
集
権
の
有
無
や

性
格
な
ど
と
い
っ
た
法
的
側
面
に
議
論
が
集
中
し
て
き
た
。
王
権
が
果
た
し
た
法
的
役
割
に
つ
い
て
見
解
の
相
違
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
教
会
会
議
」
の
基
本
的
性
格
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
次
の
三
点
に
関
し
て
大
体
の
一
致
が
認
め
ら
れ
る
。

　
第
一
に
、
カ
ノ
ン
の
制
定
を
主
な
目
的
と
す
る
「
教
会
会
議
」
の
参
加
者
は
司
教
で
あ
り
、
王
・
俗
人
は
基
本
的
に
出
席
し
な
か
っ
た
こ
と
。
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第
二
に
、
仮
に
王
な
ど
が
関
与
・
参
加
し
た
と
し
て
も
、
実
際
に
協
議
・
決
議
の
資
格
を
持
つ
の
は
あ
く
ま
で
司
教
で
あ
っ
た
こ
と
。
第
三
に
、

「
教
会
会
議
」
の
集
会
制
度
が
、
王
・
俗
人
が
権
限
を
持
つ
「
王
国
集
会
」
な
ど
の
世
俗
の
集
会
制
度
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
。
簡
単

に
い
う
と
「
教
会
会
議
」
と
は
、
聖
職
者
が
権
限
を
持
つ
教
会
独
自
の
集
会
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　
こ
う
し
た
考
え
方
を
支
持
す
る
研
究
者
も
、
叙
述
史
料
に
お
い
て
醤
及
さ
れ
る
、
裁
判
や
特
権
付
与
、
あ
る
い
は
政
治
的
な
役
捌
を
持
っ
た

「
教
会
会
議
」
の
存
在
を
認
め
て
い
る
。
だ
が
そ
う
し
た
集
会
は
、
宗
教
立
法
を
目
的
と
す
る
本
来
の
意
味
で
の
「
教
会
会
議
」
と
は
み
な
さ

れ
ず
、
さ
ほ
ど
関
心
を
集
め
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
先
行
研
究
に
広
く
み
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
王
権
が
深
く
関
与
し
た
り
政
治
的
な
問
題
が

扱
わ
れ
た
り
し
た
「
教
会
会
議
」
は
本
来
あ
る
べ
き
姿
か
ら
逸
脱
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。

　
一
般
的
に
、
以
上
の
よ
う
な
「
教
会
会
議
」
の
あ
り
方
に
根
本
的
な
変
化
が
現
れ
た
の
は
、
カ
ロ
リ
ン
グ
家
に
よ
る
実
権
の
掌
握
後
と
さ
れ

③る
。
す
な
わ
ち
、
七
世
紀
末
に
お
け
る
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
権
の
弱
体
化
に
伴
い
「
教
会
会
議
」
が
衰
退
し
、
八
世
紀
中
葉
に
入
り
カ
ロ
リ
ン
グ

家
や
ボ
ニ
フ
ァ
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
り
復
興
が
始
め
ら
れ
る
ま
で
教
会
活
動
が
停
滞
し
た
。
高
齢
リ
ン
グ
朝
の
下
で
聖
俗
の
集
会
制
度
の
統
合
が
進

み
、
君
主
自
ら
が
宗
教
立
法
を
公
布
す
る
に
至
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
近
年
に
入
り
口
口
ヴ
ィ
ン
グ
期
の
「
教
会
会
議
」
を
専
門
的
に
扱
っ
た
二
つ
の
研
究
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
ポ
ン
タ
ル
は

一
九
八
六
年
の
研
究
に
お
い
て
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
を
四
つ
の
時
期
に
分
け
た
上
で
、
目
的
別
に
分
類
し
た
「
教
会
会
議
」
を
全
て
飼
別
に
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

令
す
る
と
い
う
試
み
を
行
っ
て
い
る
。
カ
ノ
ン
の
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
政
治
状
況
に
つ
い
て
も
あ
る
程
度
言
及
し
て
い

る
点
で
評
価
が
で
き
、
情
報
源
と
し
て
も
膚
益
で
あ
る
。
た
だ
し
、
カ
ノ
ン
を
残
し
て
い
な
い
集
会
や
カ
ノ
ン
制
定
以
外
の
側
面
は
あ
ま
り
詳

し
く
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
王
・
俗
人
が
関
与
し
た
集
会
を
、
本
当
の
「
教
会
会
議
」
と
は
呼
べ
な
い
と
い
う
姿
勢
も
見
受
け
ら
れ
る
な
ど
、

　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

先
に
あ
げ
た
通
説
的
な
集
会
理
解
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
研
究
で
も
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
刊
行
以
来
こ
の
研
究
は
た
び
た
び
引
用
・
参
照
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
分
野
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

　
次
い
で
二
〇
一
〇
年
に
は
、
五
｝
一
年
か
ら
七
六
入
山
ま
で
の
「
教
会
会
議
」
を
扱
っ
た
ハ
ル
フ
ォ
ン
ド
の
研
究
が
刊
行
さ
れ
た
。
彼
は
そ
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れ
ま
で
ポ
ン
タ
ル
ら
が
し
て
き
た
よ
う
に
各
集
会
や
そ
こ
で
制
定
さ
れ
た
個
別
の
カ
ノ
ン
を
詳
細
に
分
析
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
「
教
会
会
議
」

の
集
会
制
度
が
い
か
な
る
内
実
を
備
え
、
ま
た
カ
ロ
リ
ン
グ
期
へ
の
流
れ
の
中
で
い
か
に
発
展
し
た
の
か
を
問
題
と
し
て
い
る
。
興
味
深
い
の

は
、
聖
俗
法
規
の
相
互
的
関
係
や
七
世
紀
以
降
に
お
け
る
「
教
会
会
議
」
と
「
王
国
集
会
」
と
が
混
合
し
た
「
混
合
教
会
会
議
」
o
§
o
田
鋤

巨
簿
蝉
の
登
場
を
指
摘
し
、
そ
の
延
長
線
上
に
カ
ロ
リ
ン
グ
家
に
よ
る
教
会
の
掌
握
を
指
込
づ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
こ
れ
ま

で
あ
げ
て
き
た
研
究
に
比
べ
て
カ
ロ
リ
ン
グ
期
と
の
制
度
的
な
連
続
性
を
認
め
て
お
り
、
通
説
的
に
い
わ
れ
る
七
世
紀
末
以
降
の
教
会
衰
退
に

つ
い
て
は
否
定
的
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
「
教
会
会
議
と
し
て
の
真
正
性
」
や
政
治
的
な
集
会
と
区
別
さ
れ
る
「
真
の
教
会
会
議
」
な
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
存
在
が
説
明
も
な
い
ま
ま
想
定
さ
れ
る
な
ど
、
や
は
り
伝
統
的
な
「
教
会
会
議
」
の
集
会
理
解
を
前
提
と
し
た
議
論
と
な
っ
て
い
る
。

　
ポ
ン
タ
ル
や
ハ
ル
フ
ォ
ン
ド
に
よ
り
、
「
教
会
会
議
」
の
制
度
的
な
枠
組
み
や
宗
教
立
法
に
つ
い
て
新
し
い
知
見
が
提
示
さ
れ
た
こ
と
は
た

し
か
で
あ
り
、
多
く
の
情
報
を
整
理
し
て
い
る
こ
と
も
膚
益
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
伝
統
的
な
「
教
会
会
議
」
1
1
ω
醤
0
9
ω
の
定
義
が

そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
期
に
お
け
る
そ
の
多
様
性
が
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
の
か
疑
問
で
あ
る
。
結
周
、

聖
職
者
中
心
の
宗
教
集
会
と
し
て
の
「
教
会
会
議
」
と
い
う
一
貫
し
た
集
会
制
度
の
存
在
が
自
明
視
さ
れ
て
お
り
、
史
料
を
問
わ
ず
ω
冒
0
9
ω

へ
の
言
及
は
全
て
「
教
会
会
議
」
へ
の
受
認
と
み
な
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
先
行
研
究
全
般
に
つ
い
て
指
摘
で
き
る
の
は
、
「
教
会
会
議
」
H

ω
携
。
身
ω
に
つ
い
て
の
固
定
的
な
集
会
像
が
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
王
権
と
の
関
わ
り
は
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
や
は
り
「
教

会
」
の
集
会
で
あ
る
と
の
前
提
が
あ
る
た
め
、
そ
の
関
係
が
ど
う
し
て
も
聖
と
俗
の
区
分
に
基
づ
い
て
捉
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
カ

ロ
リ
ン
グ
期
に
な
る
と
根
本
的
な
変
化
が
生
じ
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
て
い
る
が
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
の
変
化
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い

る
と
は
雷
い
難
い
。

　
こ
う
し
た
研
究
状
況
を
ふ
ま
え
本
稿
で
は
ま
ず
、
お
よ
そ
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
の
前
半
期
に
あ
た
る
五
＝
～
六
一
四
年
の
ω
醤
0
9
ω
を
検

討
し
た
い
。
そ
の
際
、
「
教
会
会
議
」
と
い
う
集
会
制
度
を
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
史
料
に
現
れ
る
ω
旨
。
晋
ω
が
実
際
に
は
い
か
な
る
イ

メ
ー
ジ
と
実
態
を
示
す
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
分
析
に
あ
た
っ
て
は
、
カ
ノ
ン
自
体
の
厳
密
な
法
的
解
釈
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
決
議
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史
料
、
ト
ゥ
ー
ル
司
教
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
『
歴
史
十
巻
瞭
や
聖
人
伝
な
ど
の
叙
述
史
料
、
王
の
勅
令
と
い
う
様
々
な
同
時
代
史
料
を
個
別
に
検

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

討
・
比
較
す
る
方
法
を
と
る
。
近
年
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
史
料
を
そ
の
作
成
状
況
や
作
成
者
の
意
図
と
切
り
離
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
こ
れ
ま
で
あ
げ
て
き
た
先
行
研
究
は
、
史
料
自
体
の
性
格
を
あ
ま
り
意
識
せ
ず
に
、
ω
旨
。
α
器
に
関
す
る
雷
及

を
全
て
「
教
会
会
議
」
の
証
拠
と
し
て
無
批
判
に
利
用
し
て
き
た
き
ら
い
が
あ
る
。
こ
の
点
で
、
秘
義
リ
ン
グ
期
に
つ
い
て
は
先
に
あ
げ
た
津

田
氏
が
既
に
史
料
ご
と
の
詳
細
な
集
会
分
析
に
よ
り
、
従
来
の
集
会
類
型
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
史
料
ご
と
に
集
会
を
分
析

す
る
方
法
を
さ
ら
に
進
め
る
だ
け
で
な
く
、
特
に
集
会
の
取
り
上
げ
方
や
描
き
方
を
各
史
料
の
作
成
側
の
意
図
・
意
識
と
密
接
に
関
連
づ
け
る

こ
と
に
よ
り
、
紹
8
身
ω
を
め
ぐ
る
多
様
な
考
え
方
が
持
つ
意
味
を
独
自
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
下
国
ヴ

ィ
ン
グ
期
に
お
け
る
聖
・
俗
や
王
権
・
教
会
の
関
係
、
さ
ら
に
は
王
国
秩
序
に
関
す
る
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
に
つ
な
が
る
よ
う
な
新
た
な
視

座
を
提
示
し
た
い
。

　
本
稿
で
は
、
第
二
章
か
ら
第
四
章
に
か
け
て
各
史
料
に
お
け
る
ω
旨
。
α
¢
ω
の
イ
メ
ー
ジ
を
検
討
し
、
第
五
章
で
は
そ
れ
を
総
合
し
、
実
態

と
意
識
に
つ
い
て
論
じ
る
。

①
カ
ノ
ン
を
扱
っ
た
代
表
的
研
究
と
し
て
、
0
．
号
Ω
興
β
ト
こ
轟
乾
ミ
凡
§
鳶
蔑
・

鴨
§
題
暴
き
N
ミ
譜
Q
ミ
帖
物
昏
9
ミ
N
鳴
ミ
薦
ミ
（
蜘
O
下
○
O
N
戯
）
¶
8
薯
蝕
ρ
6
ω
①
■

②
教
会
法
史
の
観
点
か
ら
、
国
・
轡
。
Φ
巳
農
’
Q
禽
。
ミ
鼻
、
軸
譜
⇔
黛
畏
嘗
ぎ

　
映
㌣
審
§
ミ
ら
ミ
ω
、
〈
o
門
卜
。
、
ω
嘩
四
。
。
ω
び
ロ
お
レ
。
。
刈
Q
。
も
P
一
ト
⊃
㊤
ふ
ρ
国
田
濤
9
巴
ω
噂
b
翁

　
映
焼
書
書
ミ
§
ミ
職
ミ
き
導
ミ
焼
隷
ミ
こ
ミ
職
、
、
o
鷺
恥
ミ
ミ
§
§
b
鳴
ミ
旨
ミ
§
ミ
、
＜
o
ド
ω
．

　
c
σ
霞
罵
戸
一
Q
。
o
。
ω
。
ロ
P
α
ω
Φ
ム
9
。
一
螢
b
づ
p
ゆ
ユ
。
ロ
、
b
禽
マ
ミ
蕃
蹄
q
輸
§
ミ
象
、
ミ

　
砕
、
～
o
§
N
鳶
q
ミ
画
題
ミ
§
ミ
凡
§
ミ
、
討
舜
ゆ
。
讐
」
Φ
G
。
一
．
ロ
P
卜
⊃
〇
一
I
O
P
王
・
俗
人

　
の
参
加
の
観
点
か
ら
、
芝
■
国
母
§
碧
戸
．
．
い
9
。
δ
郎
9
。
鼠
ω
旨
。
号
賢
α
興

　
図
霞
Q
ぎ
①
q
興
N
Φ
詳
．
．
’
詠
ミ
ミ
ミ
ぎ
嵩
零
蔑
。
憶
§
O
ミ
ミ
賊
ミ
N
§
㊤
（
一
ミ
Q
Q
）
、
琶
．

　
卜
⊃
㎝
①
I
O
o
◎
．
概
説
的
に
、
国
・
閃
鼠
o
q
甲
b
暗
さ
＼
O
§
嵩
鷺
、
u
馬
協
ミ
概
蕊
ミ
§
ぎ
ミ
魁
簿
阜

　
ω
2
零
り
q
霞
戸
お
Q
。
。
。
’
暑
高
O
鼻
－
0
9
じ
d
’
じ
d
器
篇
①
＜
浮
け
－
0
9
。
鼠
Φ
ヨ
Φ
戸
．
、
び
①
ω
Φ
く
9
¢
ω
ω
．

　
竃
ω
望
診
ρ
Φ
二
Φ
ω
窯
ぎ
8
ω
Q
き
ω
冨
く
δ
0
8
畠
霞
諾
窪
勾
吋
き
8
曾
回
く
①
毬

　
×
類
①
ω
δ
o
δ
．
．
．
沁
鳴
§
ミ
譜
3
、
§
ミ
§
儀
ミ
名
誉
ミ
ミ
吻
ミ
緊
ミ
酒
毒
＼
O
㊤
（
一
㊤
＄
）
．

　
署
眞
蚤

③
し
d
巴
9
・
魯
．
ミ
．
唇
』
器
－
。
。
ρ
U
Φ
Ω
興
β
魯
．
ら
鈍
唇
」
H
霞
舟

　
ゆ
器
号
く
壁
学
Ω
勢
多
ヨ
①
戸
魯
．
6
鐘
、
琶
．
？
⑳

④
○
．
℃
。
ロ
巨
も
に
鞍
M
さ
魯
こ
v
坤
N
さ
さ
§
、
蒸
養
§
鋼
℃
巴
Φ
居
σ
。
簑
．
お
。
。
ρ
仏
語

　
版
顛
¢
§
越
気
禽
8
、
馬
ミ
題
遮
嚇
緊
。
ミ
鑓
§
登
℃
倉
。
ユ
ρ
一
〇
G
。
O
も
あ
る
が
本
稿
で
は

　
独
語
版
を
利
塗
し
た
。

⑤
℃
8
け
鈴
魯
．
ミ
も
ロ
」
G
。
G
。
’
卜
。
H
ω
．

⑥
O
．
類
既
8
邑
．
↓
、
ミ
》
§
ぎ
偽
ミ
軽
庶
ミ
§
ミ
簿
9
ミ
簿
O
§
｝
N
ミ
勲
諺
b

　
亀
』
1
§
’
ピ
①
置
①
戸
卜
。
O
一
ρ
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⑦
H
ぽ
◎
．
も
．
。
。
合
H
α
．
、
．
．
ら
§
N
§
軸
§
嚢
§
N
鳩
ミ
§
”
写
き
幕
ぽ
。
9
零
『
8
き
9
ω

　
呼
。
ヨ
Ω
o
く
置
8
0
訂
証
Φ
ヨ
9
讐
Φ
．
．
胃
顛
鋸
ミ
陰
G
o
、
愚
塞
り
O
（
b
。
O
O
刈
）
■
ロ
．
罐
ρ

⑧
ω
旨
＆
器
に
言
及
す
る
七
世
紀
初
顛
成
立
噸
聖
女
ラ
デ
グ
ン
ド
伝
㎏
は
第
三
章

で
取
り
上
げ
る
。
六
世
紀
後
半
成
立
『
聖
ア
ル
ビ
ヌ
ス
伝
』
も
言
及
し
て
い
る
が

信
懲
性
の
問
題
か
ら
除
外
し
た
。
瓢
即
唇
⇔
9
愚
．
6
鈍
も
』
膳
。
。
参
照
。
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第
二
章
　
決
議
史
料
に
お
け
る
ω
＜
コ
O
α
誘

第
【
節
　
史
料
と
そ
の
性
格

　
先
行
研
究
に
お
い
て
最
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
た
史
料
が
、
カ
ノ
ン
や
そ
の
他
の
決
議
を
収
め
る
決
議
史
料
で
あ
る
。
本
稿
で
は
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
般
的
な
ド
ゥ
ク
レ
ー
ル
の
校
訂
本
を
利
用
す
る
。
こ
の
校
訂
本
は
、
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
朝
の
支
配
下
で
開
催
さ
れ
た
ω
旨
0
9
ω
の
決
議
史
料

を
二
六
点
収
め
て
お
り
、
う
ち
～
九
点
が
五
＝
～
六
～
四
年
に
由
来
す
る
。
ま
た
、
同
時
期
の
ブ
ル
グ
ン
ド
・
西
ゴ
ー
ト
・
東
ゴ
ー
ト
諸
王

朝
下
の
ガ
リ
ア
地
域
の
決
議
史
料
も
八
点
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
検
討
す
る
事
例
を
史
料
の
状
況
と
共
に
表
に
掲
載
し
た
の
で
、
参
照
し
な

が
ら
議
論
を
進
め
て
い
く
（
以
下
［
］
内
の
数
字
は
表
で
付
し
た
集
会
の
該
当
番
号
を
示
す
）
。

　
決
議
史
料
の
大
半
は
、
基
本
的
に
以
下
の
三
つ
の
主
要
な
部
分
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
ま
ず
招
集
者
や
開
催
場
所
、
あ
る
い
は
決
議
内
容
や

集
会
の
目
的
な
ど
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
載
さ
れ
る
序
文
が
あ
る
。
次
に
最
も
重
要
な
部
分
を
な
す
の
が
決
議
さ
れ
た
カ
ノ
ン
で
あ
る
。
最
後
に

決
議
に
関
与
し
た
司
教
な
い
し
代
理
の
聖
職
者
の
署
名
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
　
部
、
集
会
に
関
わ
る
書
簡
や
文
書
が
添
付
さ
れ
る
場
合
や
、

カ
ノ
ン
が
伝
来
し
て
お
ら
ず
決
議
内
容
の
説
明
と
署
名
の
み
の
場
合
が
あ
る
。

　
カ
ノ
ン
の
制
定
が
ω
冨
。
脅
の
の
重
要
な
役
捌
だ
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
十
分
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
決
議
史
料
が

伝
統
的
な
形
式
を
継
承
す
る
、
法
的
側
面
に
偏
っ
た
史
料
類
型
だ
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
問
題
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
カ
ノ
ン
制
定
の

伝
統
と
史
料
の
伝
来
過
程
を
概
観
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
ガ
リ
ア
に
お
け
る
カ
ノ
ン
の
制
定
は
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
が
招
集
し
た
三
一
四
年
ア
ル
ル
会
議
を
皮
切
り
に
四
・
五
世
紀
を
通
じ
て
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　　　　　　　　　　　　　　　　　表　史料におけるsynodus

翔催年 招集・認可者 参　加　者 目的・内容 史料

1 511 クローヴィス1世 司教 カノン制定 ①

2 517 ヴィエンヌ司教アウィトゥス 司教 カノン制定 ①

3 518／23 一
司教 宮廷人ステファヌスの処嗣 ①

4 524 アルル司教カエサリウス 司教，司教代理 カノン制定 ①

5 527 アルル司教カエサリウス 顕教 カノン制定 ①

6 529 アルル司数カエサリウス 司教，俗人 カノン制定 ①

7 529 アルル司教カエサリウス 司教 カノン制定 ①

8 533 アルル司教カエサリウス 司教，司教代理，俗人 司教コントゥメリオススの免職 ①

9 533 複数の王 司教，司教代理 カノン制定 ①

王0 535 テウデベルト1世 司教 カノン制定，王への嘆願書の作成 ①

11 538
一 司教，司教代理 カノン制定 ①

12 54王
｝ 司教，司教代理 カノン制定 ①

司教、司教代理 カノン認定，王・王妃による寄進の承認 ①
13 549 キルデベルト1世

司教 追放されていた司教マルクスの復職 ②

14 551 オーズ司教アスパシウス 司教，司教代理 カノン綱定 ①

キルデベルト1世 司教 ①
15 551／52

一 一
司教サッフラクスの免職

②

16 554 アルル司教サパウドゥス 司教，司教代理 カノン制定 ①

17 556／73 ｝
司教 カノン制定 ①

18 567 カリベルト王 司教 カノン制定，信徒への手紙の作成 ①

一
司教，溝教代理 カノン制定 ①

19 567／70
グントラム王 司教 サロニウス・サギッタリウス両司教の裁判 ②

一
司教，司教代理

司教プロモトウスの免職，シギベルト王・
i教エギデイウスへの抗議

①

20 573

グントラム王 ヨ三（？），司教 王同士の政治的紛争（ただしsynodusと
ﾍ呼ばれず）

②

21 577 キルペリク1世 王，司教，俗入（？） 司敦プラエテクスタトゥスの裁判 ②

22 579 グントラム王 王，司敦，俗人（の サ紙上ウス・サギッタリウス弼司教の裁ｻ・免職，様々な問題
②

23 580 キルペリク1世 王，司教，俗人（？）
司教グレゴリウスの裁判，レウダスト前伯
ﾌ追放

②

24 581 グントラム王 王，司教，俗人（？） 裁判，有力者の亡命などの政治的問題 ②

25 581 グントラム王 司教 カノン鰯定 ①

26 583
一 司教 カノン制定 ①

27 583／85 グントラム王 司教 王が建設した塗堂の正式な承認 ①

28 584／91 ブルージュ司教スルキビウス 管藻内の司教 管区の司敦爆の境界紛争 ②

『 司教，司教代理 カノン制定 ①

29 585 グントラムヨ三 王（？），司教
王に反逆した司教の裁判・処罰，初学に関
ｷる問題

②

一 王，司教 勅令発布 ③

30 585／605 オーセール司教アウナカリウス 司教，その他墾職者 カノン制定 ①

31 589
…

司教 司教ドロクテイギセルの謹慎解除 ②

32 589 西ゴート王レッカレド 司教 カノン制定 ①

33 590
『

題教，俗入 エウラリウス伯と前妻テトラディアの係争 ②

34 590 キルデベルト2世 王，司教，俗人
司教エギデイウスの裁覇・免職，修道女の
j門解除

②

司教，修道院長 カノン石帯 ①
35 614 ク二二ール2世

王，司教，俗人 勅令発布 ③

36
｝ グントラム王 一 司教プラエテクスタトゥスの復職 ②

37
『 グントラム王，キルデベルト2世 … 一

②

38
… グントラム王 一

姦淫への鍵応，司教プラエテクスタトゥス
ﾌ暗殺の調査

②

39
一 グントラム王 一

ブルンヒルデの内通疑惑 ②

　注1：36－39は招集のみ確認できる華例

　注2：史料は①決議史料②グレゴリウス③勅令。　注3
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：2－8及び32はメロヴィング朝以外の事例。



　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
代
の
決
議
史
料
は
ミ
ュ
ニ
エ
の
校
訂
本
に
＝
一
点
ほ
ど
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ド
ゥ
ク
レ
ー
ル
の
校
訂
本
と
照
ら
し

合
わ
せ
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
カ
ノ
ン
制
定
の
伝
統
は
メ
ロ
ヴ
イ
ン
グ
朝
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
カ
ノ
ン
が
現
代
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、
も
と
を
辿
れ
ば
各
集
会
の
際
に
作
成
さ
れ
た
決
議
文
書
の
お
か
げ
で
あ
る
。
カ
ノ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
示
す
よ
う
に
、
参
加
者
に
は
決
議
文
書
が
配
布
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
決
議
文
書
自
体
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
過
去
の
決
議
を
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

と
め
た
「
カ
ノ
ン
集
」
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
内
容
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
六
世
紀
の
ガ
リ
ア
南
部
（
恐
ら
く
ア
ル
ル
）

に
由
来
す
る
『
コ
ル
ビ
・
カ
ノ
ン
集
』
に
は
、
五
＝
～
五
七
三
年
ま
で
の
八
つ
の
集
会
の
カ
ノ
ン
や
署
名
が
収
録
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
カ
ノ

ン
集
は
、
主
に
カ
ロ
リ
ン
グ
期
以
降
の
写
本
集
に
含
ま
れ
る
形
で
伝
来
し
て
い
る
。
最
終
的
に
は
、
近
現
代
の
学
者
が
写
本
を
校
訂
す
る
こ
と

に
よ
り
各
集
会
の
カ
ノ
ン
を
再
構
築
し
、
今
日
利
用
さ
れ
る
決
議
史
料
と
し
て
刊
行
し
て
き
た
。

　
こ
れ
は
史
料
伝
来
の
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス
の
ご
く
簡
潔
な
説
明
に
す
ぎ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
カ
ノ
ン
集
の
作
成
の
第
一
義
的
な
目
的
が
カ
ノ

ン
を
残
す
こ
と
で
あ
っ
た
と
の
点
は
明
瞭
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
カ
ノ
ン
集
を
ベ
ー
ス
に
す
る
決
議
史
料
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
必
然
的
に
限

定
さ
れ
る
。
序
文
に
お
け
る
招
集
者
・
開
催
場
所
、
そ
れ
に
決
議
内
容
や
集
会
の
目
的
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
情
報
を
除
け
ば
、
ど
こ
の
司
教

が
集
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
カ
ノ
ン
を
制
定
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
し
か
み
え
て
こ
な
い
。
そ
れ
は
法
的
に
は
重
要
な
情
報
だ
が
、
そ
の
反
面
、

集
会
を
め
ぐ
る
政
治
状
況
、
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
、
参
加
者
の
や
り
取
り
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な
情
報
は
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ

う
に
決
議
史
料
が
、
あ
く
ま
で
法
的
側
面
を
主
眼
と
し
た
史
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
次
に
こ
う
し
た
史
料
的
な
性
格

を
ふ
ま
え
、
ω
醤
0
9
ω
が
ど
う
描
か
れ
て
い
る
か
を
特
に
王
権
と
の
関
わ
り
か
ら
検
討
す
る
。

第
二
節
　
「
教
会
会
議
」
と
し
て
の
ω
旨
。
Ω
⊆
ω
の
イ
メ
ー
ジ

　
本
稿
で
利
用
す
る
決
議
史
料
に
お
い
て
、
王
に
よ
る
ω
醤
。
身
ω
の
招
集
が
八
例
［
1
・
9
・
1
3
・
1
5
・
2
5
・
2
7
・
3
2
・
3
5
］
、
開
催
の
認
可

が
二
例
［
1
0
・
1
8
］
確
認
で
き
る
。
カ
ノ
ン
に
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
世
俗
支
配
者
に
よ
る
招
集
は
四
世
紀
以
来
慣
行
と
し
て
ロ
ー
マ
帝 （316）
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⑥

国
に
お
い
て
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
王
が
五
＝
年
に
オ
ル
レ
ア
ン
に
司
教
を
集
め
た
の
は
革
新
的
な
こ
と
と
は
い
え
な

い
。
王
の
招
集
権
の
性
格
を
め
ぐ
る
議
論
は
あ
る
が
、
法
的
に
は
と
も
か
く
、
慣
行
と
し
て
広
く
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
決
議
史
料
か
ら
明

　
　
　
　
⑦

ら
か
で
あ
る
。

　
招
集
と
の
関
連
で
、
若
干
の
決
議
史
料
は
王
が
議
題
の
設
定
に
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
。
例
え
ば
［
1
］
に
つ
い
て
は
、
ク
ロ
ー
ヴ
イ
ス
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

身
は
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
集
結
し
た
司
教
た
ち
に
対
し
て
議
題
を
送
付
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
類
似
し
た
事
例
が
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
ん
ど
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
王
の
関
与
を
～
般
化
で
き
る
か
ど
う
か
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

　
一
方
、
王
に
よ
る
招
集
に
言
及
し
な
い
決
議
史
料
の
ほ
う
が
多
い
。
特
に
目
を
引
く
の
は
、
大
勢
の
司
教
が
集
ま
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
言
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

が
な
い
事
例
で
あ
る
。
例
え
ば
［
2
9
］
で
は
、
五
〇
を
こ
え
る
司
教
座
か
ら
司
教
が
集
結
し
た
が
言
及
は
み
ら
れ
な
い
。
ま
た
［
1
2
］
で
は
、

署
名
を
残
し
た
ほ
と
ん
ど
の
司
教
が
キ
ル
デ
ベ
ル
ト
一
世
（
在
位
五
一
一
～
五
五
八
）
の
分
国
内
に
司
教
座
を
持
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
王
に

　
　
　
　
　
　
⑪

は
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
加
え
て
、
ど
の
決
議
史
料
に
お
い
て
も
王
が
出
席
し
た
こ
と
を
伝
え
る
記
述
は
み
ら
れ
ず
、
署
名
も
聖
職
者
以
外

の
も
の
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
そ
の
点
で
例
外
的
な
の
は
、
六
世
紀
前
半
に
東
ゴ
ー
ト
朝
支
配
下
の
プ
ロ
ヴ
ァ
ン
ス
で
開
催
さ
れ
た
二
つ
の
集
会
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
東

ゴ
ー
ト
王
へ
の
言
及
は
な
い
が
、
俗
人
の
関
与
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
［
8
］
で
は
、
司
教
コ
ン
ト
ゥ
メ
リ
オ
ス
ス
が
「
司
教
と
俗
人
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

集
会
」
に
お
い
て
裁
か
れ
た
と
あ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
［
6
］
で
あ
り
、
決
議
史
料
に
は
司
教
の
み
な
ら
ず
が
リ
ア
道
長
官
リ
ベ
リ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ス
を
筆
頭
と
す
る
八
名
の
俗
人
の
署
名
が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
極
め
て
異
例
な
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
四
世
紀
初
頭
か
ら
七
世
紀

末
ま
で
の
ガ
リ
ア
の
決
議
史
料
全
体
を
見
渡
し
て
も
、
王
や
俗
人
が
署
名
を
連
ね
て
い
る
事
例
は
他
に
全
く
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ

て
、
決
議
史
料
が
王
・
俗
人
を
集
会
に
参
加
す
る
一
員
と
し
て
認
め
る
こ
と
が
異
例
で
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
決
議
史
料
を
見
る
限
り
で
は
、
ω
旨
0
9
ω
と
王
権
の
関
係
は
希
薄
で
あ
っ
た
。
た
し
か
に
王
が
司
教
を
招
集
し
、

議
題
の
｝
部
を
設
定
す
る
こ
と
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
関
与
は
そ
れ
に
留
ま
り
、
王
は
集
会
の
蚊
帳
の
外
に
置
か
れ
て
い
た
よ
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う
に
み
え
る
。
そ
し
て
王
権
の
関
与
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
数
を
占
め
る
。
こ
の
時
代
の
決
議
史
料
全
般
を
通
じ
て
前
面
に
出
て

い
る
の
は
、
王
権
や
俗
人
か
ら
の
干
渉
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
い
、
カ
ノ
ン
制
定
を
主
要
な
目
的
と
す
る
司
教
中
心
の
集
会
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

ま
さ
に
教
会
独
自
の
立
法
機
関
と
し
て
の
「
教
会
会
議
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
合
致
す
る
。
以
下
の
分
析
で
も
明
ら
か
に
な
る
が
、
こ
う
し
た
イ

メ
ー
ジ
が
一
貫
し
て
描
か
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
決
議
文
書
や
カ
ノ
ン
集
を
作
成
す
る
聖
職
者
に
お
い
て
、
世
俗
権
力
か
ら
の
自
立
を
前
提
と

し
た
ω
旨
。
含
ω
の
あ
る
べ
き
姿
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
決
議
史
料
を
重
視
す
る
先
行
研
究
に
踏
襲
さ
れ
、
亀
蓉
9
ω
全
般
を
規
定
す
る
も
の
と
み
な

さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
王
・
俗
人
の
関
与
は
表
面
的
な
も
の
で
あ
り
、
協
議
や
決
議
に
参
加
す
る
権
限
を
持
た
ず
、
そ
も
そ
も
出
席
し
な

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
法
制
史
的
な
立
場
か
ら
は
決
議
史
料
が
最
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
こ
の
種
の
史
料
か
ら
の
バ
イ
ア
ス
に
そ

の
解
釈
は
規
定
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
司
教
が
集
結
し
て
カ
ノ
ン
を
制
定
す
る
と
い
う
四
世
紀
以
来
の
伝
統
が
あ
っ
た
こ
と
は
た

し
か
だ
が
、
決
議
史
料
の
み
か
ら
、
ω
醤
。
α
器
を
規
定
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
こ
で
次
に
ト
ゥ
ー
ル
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
記
述
を
検
討
し
た
い
。

そ
れ
に
よ
り
決
議
史
料
の
相
対
化
も
可
能
と
な
ろ
う
。

①
ρ
血
Φ
Ω
Φ
H
B
（
Φ
e
噛
G
§
ミ
貯
O
織
、
N
§
㌦
卜
占
N
出
’
象
9
§
嵩

　
Ω
ミ
ミ
§
ミ
§
N
隷
、
暁
跨
ト
ミ
§
◎
竃
C
Q
♪
↓
舞
口
ず
O
ロ
け
お
①
ω
（
以
下
O
§
ら
．
と
略

　
記
）
。

②
当
時
の
教
会
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
”
．
≦
．
竃
簿
録
。
。
Φ
鐸
肉
6
ら
小
心
恥
ミ
ミ

　
ぽ
9
ざ
謡
ミ
蹄
ミ
§
ミ
肉
脱
尉
ご
器
O
o
ミ
ミ
器
睦
き
曇
－
O
§
ミ
塗
　
O
織
ミ
噛

　
芝
簿
筈
ぎ
讐
o
ρ
P
O
、
H
㊤
Q
◎
Φ
．

③
ρ
ζ
自
巳
興
（
Φ
P
）
、
9
ミ
ミ
額
曾
ミ
ミ
㌧
弊
融
職
業
．
題
9
G
。
ミ
誘

　
O
｝
篭
御
田
ミ
ミ
＼
§
嵩
い
鴨
、
凡
禽
ト
ミ
§
“
一
心
O
Q
噂
日
億
居
尺
骨
O
鎧
紗
｝
㊤
①
ω
．

④
留
巨
巳
‘
曾
ミ
も
p
お
令
ω
㎝
．

⑥
　
各
カ
ノ
ン
集
の
作
成
・
伝
来
の
詳
し
い
状
況
に
つ
い
て
は
、
勺
。
目
算
愚
■
禽
野

　
O
P
b
⊃
刈
O
I
㊤
も
◎
一
囚
．
ピ
。
怠
ρ
9
坤
軸
。
ミ
q
ミ
O
ミ
N
象
職
。
豊
山
鄭
註
肉
黛
、
セ
ミ
職
ミ
恥
』
鷺
肋

　
（
q
貸
．
　
職
q
Q
I
』
』
眺
偽
）
¶
乏
霧
三
賢
臓
8
’
P
ρ
H
O
O
P
℃
℃
」
I
c
。
②

⑥
皇
帝
に
よ
る
ガ
リ
ア
で
の
招
集
の
事
例
は
、
ζ
¢
猷
Φ
製
魯
．
職
野
℃
や
ω
歯
介
ω
ρ

　
ま
9

⑦
招
集
権
を
め
ぐ
っ
て
は
、
し
U
巴
。
戸
倉
．
9
野
呂
』
障
幽
①
一
頃
巴
8
郎
9
9
．
。
鋭

　
℃
℃
．
α
？
Φ
H
．

⑧
O
§
P
P
臼
、
、
8
器
葺
盛
8
Φ
筥
簿
葺
¢
一
〇
ω
．
ρ
⊆
。
。
。
α
Φ
α
δ
ぼ
ω
、
．
．
同
じ
箇
所
で

　
王
の
圖
意
が
決
議
を
強
固
に
す
る
と
も
害
か
れ
て
い
る
。

⑨
［
2
7
｝
で
は
グ
ン
ト
ラ
ム
王
自
身
は
出
席
し
な
か
っ
た
が
、
司
教
に
修
道
院
の

　
承
認
を
命
じ
て
い
る
、
♂
ミ
．
や
N
ω
研
．

⑩
9
ミ
も
p
卜
。
卜
。
b
。
ふ
ρ

⑪
O
§
ら
■
も
p
お
マ
蒔
①
．
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⑫
主
催
者
の
ア
ル
ル
司
教
カ
エ
サ
リ
ウ
ス
と
の
関
連
で
こ
れ
ら
の
集
会
に
つ
い
て

　
は
、
≦
．
器
ぎ
o
Q
ω
ぼ
ヨ
．
9
禽
ミ
詩
へ
恥
駄
缶
ミ
覇
、
↓
ぎ
さ
ミ
錯
ミ
黛
O
隷
、
N
笥
㌧
§

　
O
o
ミ
鳩
ミ
ミ
§
§
卜
亀
討
冨
ミ
§
ミ
O
§
匙
O
国
ヨ
ぴ
甑
山
騨
q
ρ
6
逡
．
署
．
一
ω
刈
－
臨
．

⑬
G
§
p
も
・
。
。
『
＝
8
薯
8
嘗
畳
ω
8
8
歪
ヨ
①
二
君
8
鑓
巳
．
．
‘

⑭
O
§
q
■
も
や
忠
よ
⊆
。
．
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第
三
章
　
ト
ゥ
ー
ル
司
教
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
お
け
る
ω
旨
0
9
ω

　
数
多
く
の
司
教
を
輩
出
し
た
名
門
に
生
ま
れ
た
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
（
五
三
八
～
五
九
四
年
頃
）
は
、
ト
ゥ
ー
ル
司
教
在
職
の
五
七
三
～
五
九
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

頃
の
問
に
い
く
つ
も
の
著
作
を
残
し
て
い
る
。
特
に
重
要
な
の
は
大
著
『
歴
史
十
巻
隔
で
あ
り
、
史
料
が
乏
し
い
メ
ロ
ヴ
イ
ン
グ
期
の
最
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

史
料
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
近
年
、
こ
の
書
物
は
単
な
る
事
実
の
羅
列
で
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
世
界
観
に
基
づ
き
構
築
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

テ
ク
ス
ト
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
と
の
関
連
で
特
に
ハ
イ
ソ
ツ
ェ
ル
マ
ン
の
妄
信
が
重
要
な
知
見
を
与
え
て
く
れ
る
。

彼
に
よ
る
と
、
『
歴
史
十
巻
』
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
旧
約
聖
書
的
な
世
界
観
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
理
想
的
な
キ
リ
ス
ト
教
社
会
を
創
出
し
、

維
持
す
る
と
い
う
使
命
を
持
つ
の
が
王
で
あ
っ
た
。
王
が
そ
の
責
務
を
怠
り
権
力
を
乱
用
す
れ
ば
、
神
は
怒
り
、
王
自
身
の
み
な
ら
ず
社
会
全

体
に
も
天
変
地
異
な
ど
の
災
い
が
及
ぶ
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
助
言
や
忠
告
を
行
う
の
が
、
旧
約
聖
書
で
い
う
預
言
者
と
し
て
現
れ
る
司
教

や
聖
人
の
役
割
で
あ
り
、
王
は
彼
ら
の
声
を
聞
き
入
れ
な
が
ら
支
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
こ
う
し
た
世
界
観
を
背

景
と
し
て
、
神
の
恩
寵
の
あ
る
者
と
な
い
者
の
対
比
を
際
立
た
せ
て
様
々
な
出
来
事
を
記
録
し
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
脈
に
お
い

て
、
の
巻
0
9
ω
は
王
と
司
教
が
関
わ
り
を
持
つ
場
と
し
て
登
場
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
決
議
史
料
と
大
き
く
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
が
得
ら
れ
る
だ
け

で
は
な
く
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
認
識
も
み
え
て
こ
よ
う
。

　
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
全
著
作
を
検
討
し
た
結
果
、
。
。
冒
。
臼
ω
及
び
そ
の
同
義
語
の
用
例
が
あ
わ
せ
て
二
六
例
確
認
で
き
、
う
ち
二
五
例
が
『
歴

史
十
巻
』
に
含
ま
れ
る
。
同
じ
集
会
へ
の
言
及
を
考
慮
す
る
と
、
五
四
九
～
五
九
〇
年
ま
で
の
問
に
招
集
さ
れ
た
一
六
例
の
集
会
が
あ
り
、
実

際
に
開
催
が
確
認
で
き
る
の
は
＝
一
例
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
招
集
、
内
容
・
目
的
、
参
加
者
と
権
限
、
及
び
決
議
史
料
と
の
比
較
と
い
う
観
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点
か
ら
分
析
し
て
い
く
。

第
一
節
　
招

集

48　（320）

　
招
集
が
確
認
で
き
る
一
六
例
の
う
ち
；
一
例
が
王
の
命
令
よ
り
招
集
さ
れ
た
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
招
集
の
理
由
は
多
様
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
［
1
9
・
3
6
］
に
つ
い
て
は
、
悪
事
を
重
ね
る
二
人
の
司
教
に
対
す
る
苦
情
や
、
不
当
に
免
職
さ
れ
た
と
の
司
教
の
訴
え
が
よ
せ
ら
れ
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
受
け
て
王
が
招
集
し
て
い
る
。
こ
れ
は
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
認
識
に
お
い
て
は
、
聖
職
者
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
王
が
関
与
を
求
め
ら
れ
る

立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
他
方
、
潅
注
身
が
直
面
し
た
政
治
的
な
問
題
へ
の
対
応
と
し
て
招
集
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
が
、
［
2
4
］
の
よ
う
に
有
力
者
の
逃
亡
の
闘
題
を
受
け
て
招
集
が
行
わ
れ
た
事
例
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
グ
レ
ゴ
リ

ウ
ス
に
お
い
て
は
、
あ
る
程
度
の
規
模
を
持
っ
た
の
旨
0
9
ω
は
王
の
関
与
が
前
提
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
残
る
三
例
の
う
ち
二
例
は
招
集
者
が
不
明
で
あ
り
、
［
2
8
］
の
み
で
司
教
に
よ
る
招
集
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
規
模
の
小
さ
い
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

域
レ
ベ
ル
の
も
の
で
、
管
区
内
の
司
教
間
の
紛
争
を
解
決
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
管
区
や
教
区
レ
ベ
ル
の
小
規
模
な
集
会

［
4
・
5
・
6
・
7
・
8
・
1
4
・
1
6
・
3
0
］
は
決
議
史
料
に
も
残
さ
れ
て
い
る
が
、
王
権
に
よ
る
関
与
へ
の
雪
国
は
な
い
。
こ
れ
は
当
時
、
王

に
よ
る
招
集
が
不
可
欠
と
は
み
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

第
二
節
目
的
・
内
容

　
目
的
・
内
容
に
つ
い
て
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
頻
繁
に
言
及
す
る
の
は
カ
ノ
ン
の
制
定
で
は
な
く
、
裁
判
や
紛
争
の
調
停
、
あ
る
い
は
聖
職
者
の

処
遇
が
扱
わ
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
中
で
も
、
司
教
の
処
遇
に
関
わ
る
事
例
が
九
例
［
1
3
・
1
5
・
1
9
・
2
1
・
2
2
・
2
3
・
2
9
・
3
1
・
3
4
］
と
多
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

う
ち
七
例
が
王
に
よ
り
招
集
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
王
へ
の
反
逆
や
規
律
違
反
で
告
発
さ
れ
た
司
教
が
裁
か
れ
た
事
例
が
多
い

点
は
注
目
に
値
す
る
。
カ
ノ
ン
の
規
定
に
よ
れ
ば
本
来
王
に
は
司
教
任
免
に
関
わ
る
権
限
は
な
く
、
ご
く
一
部
の
規
定
で
限
定
的
な
関
与
が
容
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⑦

認
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
記
述
を
み
る
と
、
王
に
よ
る
承
認
や
任
命
を
得
ず
し
て
司
教
と
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

人
物
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
ず
、
司
教
任
免
へ
の
関
与
が
非
常
に
顕
著
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
関
与
の
象
徴
的
な
事
例
と
し
て
は
、
ボ
ル
ド
ー
司
教
レ
オ
ニ
ト
ゥ
ス
が
許
可
な
く
司
教
を
免
職
し
新
司
教
を
任
命
し
た
と
の
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
受
け
た
カ
リ
ベ
ル
ト
王
（
在
位
五
六
一
～
五
六
七
）
が
激
怒
し
、
免
職
を
撤
回
さ
せ
て
高
額
な
罰
金
を
課
し
て
い
る
。
こ
れ
を
記
し
た
同
じ
章

で
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
カ
リ
ベ
ル
ト
の
女
性
関
係
を
批
判
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
レ
オ
ニ
ト
ゥ
ス
の
行
為
を
王
に
対
す
る
無
礼
な
い
し
不
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

と
捉
え
免
職
の
撤
回
を
正
当
と
み
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
伯
父
で
ト
ゥ
ー
ル
司
教
の
前
任
者
で
も
あ
っ
た
エ
ウ
フ
ロ
ニ
ウ
ス
が
こ
の
人
事
へ

の
同
意
を
断
固
拒
絶
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
点
は
、
王
の
許
可
な
く
司
教
を
任
命
す
べ
き
で
な
い
と
い
う
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
認
識
を
窺
わ
せ

る
。
こ
の
よ
う
に
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
個
別
の
王
に
対
す
る
評
価
と
は
別
に
、
王
権
が
司
教
任
免
に
直
接
的
に
関
与
す
る
こ
と
を
ご
く
普
通
の

プ
ロ
セ
ス
と
み
な
し
て
い
る
。

　
こ
の
他
、
我
々
か
ら
み
て
門
宗
教
的
」
と
は
考
え
に
く
い
よ
う
な
案
件
が
扱
わ
れ
た
。
例
え
ば
同
盟
相
手
で
あ
る
母
盾
ブ
ル
ン
ヒ
ル
デ
が
、

悟
称
者
の
息
子
と
内
通
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
た
グ
ン
ト
ラ
ム
王
（
在
位
五
六
一
～
五
九
二
）
は
ω
旨
。
曾
ρ
o
o
⇒
く
基
層
ω
［
3
9
］
の
開

　
　
　
　
⑪

催
を
命
じ
た
。
王
命
に
応
じ
て
ガ
リ
ア
の
僻
地
か
ら
も
多
数
の
人
々
が
こ
の
集
会
へ
と
急
い
だ
が
、
疑
い
が
は
れ
た
た
め
に
途
申
で
開
催
が
見

送
ら
れ
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
グ
ン
ト
ラ
ム
は
リ
ヨ
ン
で
ω
携
0
9
ω
Φ
宜
ω
o
o
℃
o
長
話
［
2
4
］
の
開
催
を
命
じ
、
そ
こ
で
様
々
な
紛
争
が
調
停
さ
れ

違
反
者
が
処
罰
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
ω
冒
○
身
ω
は
王
へ
と
戻
り
、
ム
ン
モ
ル
ス
公
の
逃
亡
に
つ
い
て
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

く
が
、
不
和
に
つ
い
て
も
い
く
ら
か
協
議
が
な
さ
れ
た
」
。
キ
ル
デ
ベ
ル
ト
重
心
（
在
位
五
七
五
～
五
九
六
）
と
の
同
盟
関
係
が
決
裂
し
、
配
下

の
有
力
者
が
亡
命
し
て
い
た
た
め
、
そ
の
対
応
と
し
て
グ
ン
ト
ラ
ム
が
宮
廷
で
開
催
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
『
歴
史
十
巻
』
に

お
い
て
は
、
明
ら
か
に
政
治
に
直
結
し
た
集
会
で
あ
っ
て
も
の
旨
。
曾
ω
と
呼
ば
れ
得
た
の
で
あ
る
。
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第
三
節
　
参
加
者
と
権
限
の
問
題

　
参
加
者
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
司
教
が
集
め
ら
れ
た
こ
と
や
協
議
を
行
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
直
接
的
な
記

述
が
な
い
場
合
で
も
、
集
会
用
語
か
ら
参
加
者
を
推
測
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、
ω
旨
。
曾
の
Φ
讐
ω
。
8
。
毎
ヨ
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
る

場
合
は
司
教
の
参
加
が
想
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
お
い
て
の
醤
。
α
器
は
、
な
に
よ
り
も
司
教
が
参
加

す
る
集
会
を
示
す
用
語
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
決
議
史
料
と
同
じ
で
あ
る
。

　
し
か
し
一
方
で
、
司
教
の
み
の
集
会
と
み
な
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
司
教
と
並
ん
で
王
や
俗
人
が
参
加
し
た
こ
と
が
直
接
的
・
間
接
的

に
示
さ
れ
る
事
例
が
い
く
つ
も
確
認
で
き
る
。
王
が
時
に
俗
人
を
伴
っ
て
参
加
し
た
場
合
は
宮
廷
で
開
催
さ
れ
た
一
方
で
、
俗
人
の
み
の
参
加

が
確
認
で
き
る
事
例
に
つ
い
て
は
地
方
で
の
開
催
が
目
立
つ
。
こ
う
し
た
傾
向
を
示
す
事
例
と
し
て
興
味
深
い
の
が
以
下
二
例
の
ω
冒
0
9
ω

Φ
鼠
ω
0
8
0
讐
B
で
あ
る
。
ま
ず
先
に
あ
げ
た
［
2
4
］
だ
が
、
グ
ン
ト
ラ
ム
王
の
宮
廷
で
政
治
的
な
問
題
が
扱
わ
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
聖

俗
の
参
加
者
が
み
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
［
3
3
］
に
つ
い
て
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
エ
ウ
ラ
リ
ウ
ス
伯
と
前
妻
テ
ト
ラ
デ
ィ
ア
の
財

産
を
め
ぐ
る
紛
争
の
た
め
に
司
教
と
俗
人
が
ク
レ
ル
モ
ン
周
辺
に
集
結
し
た
と
伝
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
王
権
の
関
与
は
確
認
で
き
ず
、
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

催
場
所
か
ら
し
て
地
方
レ
ベ
ル
の
集
会
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
事
例
が
示
す
よ
う
に
、
王
権
の
関
与
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
ω
旨
。
身
の
が
常
に

司
教
の
み
の
集
会
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
司
教
の
」
ω
旨
○
身
ω
に
お
い
て
も
、
司
教
と
俗
人
の
両
方
が
出
席
し
、
政
治
的
案
件
や
俗
入
間

の
紛
争
が
扱
わ
れ
得
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
聖
俗
の
参
加
者
が
み
ら
れ
た
ω
旨
。
曾
ω
は
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
言
及
す
る
そ
れ
以
外
の
集
会
と
顕
著
な
類
似
性
を
み
せ
る
。
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

え
ば
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
実
兄
で
も
あ
っ
た
司
祭
ペ
ト
ル
ス
が
裁
か
れ
た
覧
9
0
ぎ
B
に
は
司
教
と
俗
人
が
共
に
参
加
し
た
。
ま
た
グ
ン
ト
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

ム
王
が
オ
ル
レ
ア
ン
に
滞
在
し
た
際
、
惜
濡
者
を
支
援
し
た
司
教
の
尋
問
を
他
の
司
教
と
側
近
の
有
力
者
に
任
せ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
集
会
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

教
会
や
聖
職
者
に
密
接
に
関
係
し
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
先
行
研
究
で
は
「
教
会
会
議
」
と
は
み
な
さ
れ
な
い
。
だ
が
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
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の
記
述
を
み
る
限
り
、
実
態
面
で
ω
旨
。
α
話
と
呼
ば
れ
る
集
会
と
の
違
い
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
司
教
と
並
ん
で
王
や
俗
人
が
参
加
し
た
と
し
て
も
、
彼
ら
は
協
議
・
決
議
の
権
利
を
有
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
教
会
会
議
」

に
お
け
る
決
議
権
は
あ
く
ま
で
司
教
に
あ
っ
た
と
の
見
方
が
一
般
的
で
あ
る
。
た
し
か
に
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
司
教
の
免
職
な
ど
の
決
定
が
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

教
た
ち
自
身
に
よ
り
言
い
渡
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
だ
。
し
か
し
実
際
は
、
集
会
の
招
集
者
で
も
あ
っ
た
王
の
意
向
に

反
す
る
決
定
が
下
さ
れ
た
事
例
は
ほ
と
ん
ど
確
認
で
き
な
い
。
こ
の
点
で
、
［
2
1
］
に
つ
い
て
は
詳
細
な
記
述
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
ネ
ウ
ス
ト
リ
ア
分
国
の
キ
ル
ペ
リ
ク
王
（
在
位
五
六
～
～
五
八
四
）
は
五
七
七
年
に
、
反
逆
者
と
の
内
通
を
疑
わ
れ
た
ル
ー
ア
ン
司
教
プ
ラ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
を
裁
く
た
め
に
パ
リ
に
四
五
名
の
司
教
を
集
め
た
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
王
と
政
治
的
に
対
立
し
て
お
り
記
述
に
バ
イ
ア
ス
が

あ
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、
王
は
側
近
の
司
教
を
介
し
て
他
の
司
教
に
働
き
か
け
を
行
っ
た
り
、
脅
迫
や
買
収
を
行
っ
た
り
と
、
様
々
な
策
を
弄

し
て
被
告
の
免
職
が
決
ま
る
よ
う
に
仕
向
け
た
と
い
う
。
「
会
議
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
一
つ
の
部
屋
で
議
論
が
な
さ
れ
、
そ
の
後
決
議
が

行
わ
れ
る
と
い
う
、
い
さ
さ
か
近
代
的
な
プ
ロ
セ
ス
が
連
想
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
こ
う
し
た
ω
携
。
脅
ω
は
、
何
日
か
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
る
い
わ
ば
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
王
や
司
教
、
そ
れ
に
王
妃
や
宮
廷
人
ま
で
も
が
水
面
下
で
様
々
な
交
渉
に
関
与
し
て
い

た
。
実
際
、
免
職
に
反
対
だ
っ
た
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
自
身
は
、
宮
廷
人
に
呼
ば
れ
て
王
や
側
近
の
司
教
に
同
意
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
、
夜
中
に
な

っ
て
も
王
妃
の
使
者
に
よ
り
に
賛
成
に
回
る
よ
う
働
き
か
け
ら
れ
た
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
こ
れ
ら
の
要
求
に
応
じ
な
か
っ
た
と
自
分
で
は
述
べ

て
い
る
が
、
集
会
の
結
果
か
ら
判
断
す
る
に
、
こ
う
し
た
働
き
か
け
に
よ
り
多
く
の
司
教
が
王
の
意
向
に
従
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

「
決
議
」
の
場
　
　
こ
れ
は
明
確
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
の
だ
が
　
　
以
外
で
様
々
な
や
り
取
り
が
行
わ
れ
、
決
定
を
大
き
く
左
右
し
た
と
考

え
ね
ば
な
ち
な
い
。
最
終
的
に
は
王
の
意
向
に
沿
っ
た
司
教
た
ち
の
判
決
に
よ
り
プ
ラ
エ
テ
ク
ス
タ
ト
ゥ
ス
は
追
放
・
投
獄
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
こ
の
事
例
は
、
司
教
裁
判
の
手
続
き
を
無
視
し
た
王
の
越
権
行
為
と
み
な
さ
れ
が
ち
だ
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
協

議
・
決
定
の
権
利
が
司
教
に
属
す
る
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
そ
う
し
た
理
解
は
成
り
立
つ
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
も
そ
も
グ

レ
ゴ
リ
ウ
ス
自
身
が
重
視
し
た
の
は
近
代
的
な
意
味
で
い
う
「
決
議
権
」
で
は
な
く
、
集
会
参
加
者
の
行
動
や
思
惑
が
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
に
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従
っ
て
い
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
実
際
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
こ
の
裁
判
を
「
当
代
の
ネ
ロ
で
あ
り
ヘ
ロ
デ
」
た
る
キ
ル

ペ
リ
ク
に
よ
る
司
教
の
迫
害
と
い
う
構
図
で
捉
え
、
自
ら
が
果
敢
に
暴
慰
に
抵
抗
す
る
様
子
を
描
い
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
し

か
し
王
個
人
に
対
し
て
極
め
て
辛
辣
な
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
だ
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
王
権
が
ω
醤
。
脅
ω
に
関
与
す
る
こ
と
自
体
は
批
判
し

て
い
な
い
点
を
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
問
題
視
さ
れ
て
い
る
の
は
あ
く
ま
で
キ
ル
ペ
リ
ク
と
い
う
人
物
で
あ
り
、
王
た
る
者
が
司
教
を
裁
く

た
め
に
集
会
の
開
催
を
命
じ
、
自
ら
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
こ
れ
と
関
連
し
て
皮
肉
な
の
は
、
三
年
後
の
［
2
3
繍
に
お
い
て
王
妃

の
侮
辱
罪
で
告
発
さ
れ
た
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
自
身
が
キ
ル
ペ
リ
ク
の
面
前
で
裁
か
れ
た
際
に
は
、
王
が
司
教
た
ち
に
判
断
を
委
ね
、
そ
の
結
果
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
の
潔
白
が
証
明
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
暴
君
で
あ
っ
て
も
王
が
実
質
的
に
司
教
に
決
定
を
委
ね

ら
れ
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
暗
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
類
似
の
事
例
を
み
て
も
、
王
の
意
向
が
司
教
た
ち
の
判
断
に
決
定
的
な
影
響
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

及
ぼ
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
そ
う
な
る
と
、
協
議
・
決
議
の
権
利
の
所
在
を
厳
密
に
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
集
会
の
実
態
を
探
る
上
で
も
有
益
と

は
考
え
に
く
い
。
た
し
か
に
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
司
教
は
他
の
司
教
に
よ
り
裁
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
司
教
が
判
決
を
言
い
渡
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
王
が
司
教
の
立
場
を
尊
重
す
る
こ
と
を
当
然
の
義
務
と
み
な
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
決
し
て
集
会
へ
の
王
権
の
関
与
を
否

定
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

第
四
節
　
決
議
史
料
と
の
重
複
事
例
の
検
討

　
こ
れ
ま
で
の
分
析
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
描
く
ω
春
。
α
器
の
イ
メ
ー
ジ
は
決
議
史
料
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
る
。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
決
議
史
料
と
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
両
方
が
言
及
す
る
重
複
事
例
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
差
異
と
特
徴
を
明
ら
か

に
す
る
。
ま
た
当
時
の
集
会
の
実
態
に
つ
い
て
も
若
干
述
べ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
両
方
の
史
料
で
重
複
す
る
の
は
四
例
［
1
3
・
1
5
・
2
0
・
2
9
］
で
あ
り
、
［
1
9
］
に
つ
い
て
も
同
一
の
集
会
を
指
す
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
重
複
事
例
は
少
な
い
が
、
分
析
を
通
じ
て
み
え
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。

　
決
議
史
料
と
『
歴
史
十
巻
瞼
の
記
述
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
［
1
5
］
を
除
い
た
四
例
で
は
顕
著
な
差
異
が
確
認
で
き
る
。
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、

［
1
9
・
2
0
・
2
9
］
に
関
し
て
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
王
に
よ
る
招
集
に
言
及
す
る
一
方
、
決
議
史
料
が
そ
れ
に
触
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
ま
た

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
［
！
3
・
1
9
・
2
9
］
に
お
け
る
、
政
治
に
も
関
わ
る
よ
う
な
罰
教
の
裁
判
や
処
遇
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
一
方
で
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

議
史
料
に
は
カ
ノ
ン
と
署
名
の
み
が
収
め
ら
れ
て
お
り
裁
判
へ
の
言
及
は
一
切
な
い
。

　
中
で
も
顕
著
な
違
い
を
示
す
の
が
［
2
9
］
で
あ
る
。
こ
の
集
会
は
次
章
で
も
扱
う
が
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
よ
れ
ば
グ
ン
ト
ラ
ム
王
に
よ
り
招

集
さ
れ
た
、
大
規
模
で
政
治
的
に
も
重
要
な
集
会
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
決
議
史
料
で
は
王
に
対
し
て
形
式
的
に
敬
意
が
示
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
、
集
会
へ
の
参
加
は
お
ろ
か
招
集
へ
の
奮
及
す
ら
み
ら
れ
な
い
。
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
関
心
を
示
し
た
、
惜
称
者
グ
ン
ド
ヴ
ァ
ル

ド
を
支
援
し
た
司
教
た
ち
の
裁
判
へ
の
言
及
も
み
ら
れ
ず
、
カ
ノ
ン
と
司
教
の
署
名
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　
他
方
、
［
2
0
］
は
史
料
に
よ
り
別
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
置
か
れ
て
い
る
。
決
議
史
料
に
よ
れ
ば
司
教
が
パ
リ
に
集
結
し
、
シ
ギ
ベ
ル
ト
一
世

（
在
位
五
六
一
～
五
七
五
）
が
シ
ャ
ル
ト
ル
司
教
区
内
に
司
教
区
を
新
設
し
、
プ
ロ
モ
ト
ゥ
ス
を
司
教
に
任
じ
た
こ
と
に
抗
議
し
た
。
決
議
史
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
は
王
に
宛
て
ら
れ
た
抗
議
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
、
王
権
に
よ
る
教
会
へ
の
不
当
な
干
渉
に
抵
抗
す
る
た
め
の
、
司

教
独
自
の
集
会
に
み
え
る
。
一
方
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
こ
の
集
会
を
ω
旨
。
曾
ω
と
呼
ん
で
い
な
い
上
、
司
教
区
の
問
題
に
は
言
及
せ
ず
、
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

ン
ト
ラ
ム
王
が
対
立
す
る
シ
ギ
ベ
ル
ト
王
と
の
争
い
の
た
め
に
開
催
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
集
会
は
当
時
対
立
し
て
い
た
分

国
王
同
士
の
政
治
紛
争
の
一
環
と
し
て
描
か
れ
る
。
開
催
年
・
開
催
地
の
一
致
の
み
な
ら
ず
、
決
議
史
料
に
署
名
を
残
す
司
教
が
全
て
グ
ン
ト

ラ
ム
の
支
配
下
に
あ
っ
た
点
を
考
慮
し
て
も
、
同
じ
集
会
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
決
議
史
料
で
は
、
司
教
に
よ
る
カ
ノ
ン
制
定
な
ど
の
い
わ
ば
宗
教
的
な
側
面
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
王
権
の
関
与
や
政
治
と
関
わ

る
よ
う
な
案
件
へ
の
言
及
が
避
け
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
決
議
史
料
に
言
及
が
な
い
と
い
う
理
由
で
王
権
の
関
与
が
な
か
っ
た
と
断

定
で
き
な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
示
す
。
一
方
面
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
も
っ
ぱ
ら
政
治
的
な
側
面
、
と
り
わ
け
司
教
の
処
遇
に
関
わ
る
裁
判
関
係
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の
案
件
に
注
目
し
て
い
る
。
残
存
す
る
史
料
次
第
で
ω
醤
0
9
ω
の
イ
メ
ー
ジ
は
全
く
異
な
る
も
の
と
な
り
う
る
。

　
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
二
種
類
の
史
料
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
少
な
く
と
も
六
世
紀
後
半
以
降
に
お
い
て
、
実
態
的
に
は
ω
旨
。
量
ω
の
場

で
王
と
司
教
双
方
の
関
心
に
沿
う
よ
う
な
案
件
が
扱
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
集
会
は
、
カ
ノ
ン
の
制
定
、
裁
判
、
そ
の
他
の
政
治
的

問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
様
々
な
役
割
を
同
時
に
持
つ
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
単
純
に
「
宗
教
的
」
・
「
政
治
的
」
と
は
分
類
で
き
な
い
。

む
ろ
ん
、
全
体
的
に
重
複
事
例
が
少
な
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
事
例
に
つ
い
て
は
イ
メ
ー
ジ
が
偏
っ
て
し
ま
う
。
だ
が
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

述
が
残
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
実
際
に
は
重
複
事
例
と
類
似
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。

　
さ
て
本
章
の
議
論
に
よ
り
、
六
世
紀
後
半
か
ら
末
に
か
け
て
の
ω
醤
。
曾
ω
と
王
権
の
関
係
に
つ
い
て
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
見
方
、
さ
ら
に

は
決
議
史
料
と
の
違
い
が
明
ら
か
に
な
っ
た
か
と
思
う
。
彼
に
お
い
て
は
、
集
会
の
目
的
が
「
宗
教
的
」
な
の
か
そ
れ
と
も
「
政
治
的
」
な
の

か
、
ま
た
王
・
俗
人
が
参
加
し
た
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
、
ω
醤
0
9
ω
と
い
う
用
語
が
使
わ
れ
た
。
史
料
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
特
定
の
集
会
を

ω
旨
0
9
ω
と
み
な
す
た
め
の
条
件
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
司
教
の
参
加
で
あ
り
、
こ
の
点
に
お
い
て
は
決
議
史
料
と
一
致
す
る
。
一
方
で

決
議
史
料
と
は
異
な
り
王
権
と
の
緊
密
な
関
係
を
意
識
し
て
い
た
。
王
は
宮
廷
を
含
む
所
定
の
場
所
に
司
教
を
集
め
、
そ
の
目
的
を
定
め
た
だ

け
で
な
く
、
決
定
そ
の
も
の
を
導
き
う
る
存
在
と
し
て
描
か
れ
る
。
ω
旨
0
9
ω
が
王
権
か
ら
自
立
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
認
識
は
見
出
さ
れ
な

い
の
で
あ
る
。

　
次
章
で
は
勅
令
の
分
析
を
通
じ
て
、
聖
俗
の
厳
格
な
区
分
に
と
ら
わ
れ
な
い
ω
旨
0
9
ω
の
さ
ら
に
多
様
な
姿
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
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①
彼
と
そ
の
著
作
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
彰
一
『
歴
史
書
を
読
む
1
門
歴
史
十

　
省
」
の
テ
ク
ス
ト
科
学
i
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。

②
隠
ミ
き
げ
ミ
凡
§
§
忠
も
ミ
鐸
甲
囚
毎
ω
魯
§
創
≦
冨
く
『
。
コ
（
①
号
）
”

　
§
℃
ミ
ミ
§
ミ
O
ミ
ミ
ミ
馬
凡
禽
ミ
吻
8
識
鶏
の
ミ
も
ミ
、
窃
陶
ミ
斡
ミ
軸
さ
δ
9
、
お
青
ミ
ミ
謎

　
（
§
雪
白
§
張
篇
喝
頃
§
o
＜
Φ
碁
一
〇
α
日
（
以
下
卜
§
と
略
記
）
の
テ
ク
ス
ト

　
を
利
馬
し
た
。
以
下
で
は
原
語
を
引
用
す
る
際
を
除
き
巻
・
章
の
番
号
の
み
を
示

　
す
。
兼
岩
正
夫
・
崔
幸
夫
訳
『
ト
ゥ
ー
ル
司
教
グ
レ
ゴ
り
ウ
ス
i
歴
史
十
巻

　
（
フ
ラ
ン
ク
史
）
i
』
全
二
巻
、
東
海
大
学
出
版
会
、
一
九
七
五
～
一
九
七
七

　
年
の
邦
訳
も
参
照
し
た
。

③
弓
田
ぎ
N
①
ぎ
葺
、
♀
§
軽
ミ
寄
黛
誘
㌦
顛
冒
。
軽
§
職
⑦
。
9
§
§
き
僑

　
⑦
蹄
導
G
§
ミ
建
・
O
O
輿
居
。
目
（
＃
磐
。
・
シ
O
聾
酵
憲
o
q
Φ
b
O
O
一
．
こ
う
し
た
方
向
性

　
を
示
す
他
の
研
究
と
し
て
、
澱
．
霞
9
冨
拝
．
、
ω
臥
p
房
磐
田
℃
口
窪
o
O
畔
醇
帥
毘
蔓
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ぎ
荘
Φ
越
恥
8
適
禽
o
h
O
話
ひ
q
o
肘
く
。
陸
6
0
類
ω
．
．
し
『
日
劉
×
．
2
0
σ
δ
き
山
旨
旨

　
O
o
二
三
猷
（
①
畠
ω
．
）
ワ
謁
乳
蒔
賊
。
き
O
ミ
肺
ミ
鴨
§
職
防
g
暗
電
§
導
鴨
穿
、
⑤
き
職
ミ
鳴

　
』
戸
〆
ζ
8
げ
戯
壁
レ
Φ
○
。
メ
O
P
油
皿
I
O
蒔

④
　
卜
§
．
9
b
O
刈
噛
8
｝
①
．

⑤
卜
§
6
ω
。
。
ゐ
．

⑥
た
だ
し
実
際
に
王
が
招
集
し
た
の
は
八
例
で
あ
る
。
表
［
1
5
］
を
参
照
。

⑦
カ
ノ
ン
の
規
定
に
お
け
る
王
権
と
司
教
任
命
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
徳
田
直

　
宏
「
ク
出
馬
ー
ル
ニ
世
の
教
会
支
配
ー
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
ガ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
前
期
に

　
お
け
る
王
権
と
司
教
叙
任
問
題
に
つ
い
て
一
」
長
谷
川
博
隆
編
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
一
国
家
・
中
間
権
力
・
民
衆
i
』
名
古
屡
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年
、
一

　
二
七
～
＝
二
〇
頁
。

⑧
同
上
、
＝
コ
ニ
～
＝
毛
虫
。

⑨
卜
§
9
F
卜
。
①
．
こ
の
集
会
は
ω
旨
。
臼
ω
と
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
が
一
般
に
「
教

　
会
会
議
」
と
さ
れ
る
、
℃
O
葺
葺
魯
．
職
野
P
冨
メ

⑩
卜
§
浜
卜
。
①
も
・
誤
。
。
　
、
．
賢
ぎ
9
δ
㊦
ω
け
髪
思
コ
貯
村
童
；
9

⑪
卜
記
U
9
9
ω
b
。
．

⑫
卜
§
’
①
P
p
“
。
①
脅
．
、
ω
ぎ
臼
ω
Φ
冨
。
8
。
把
置
。
8
一
ロ
轟
ぎ
欝
■
．
。
・
冒
。
曾
。
・
巴

　
H
Φ
o
q
Φ
ヨ
「
Φ
く
①
附
臨
ε
づ
き
四
二
α
①
貯
o
q
ρ
ζ
g
ヨ
ヨ
。
認
α
口
唇
ω
降
O
β
コ
巳
簿
α
Φ

　
蝕
o
o
O
O
目
蝕
ω
転
調
〇
け
目
ω
．
．
．

⑬
卜
§
」
ρ
。
。
暫
o
p
轟
。
。
O
ゐ
『
．
．
ω
ぎ
巳
ω
畳
ω
8
8
毎
ヨ
…
8
a
§
。
甑
…
ω
p
8
「
－

　
島
。
電
の
簿
く
一
ユ
ヨ
餌
転
属
。
一
．
、
．
な
お
門
聖
女
ラ
デ
グ
ン
ド
伝
』
は
俗
人
が
地
方
レ
ベ

　
ル
の
ω
層
。
α
二
ω
に
呼
ば
れ
た
と
伝
え
て
い
る
、
b
帖
ミ
ミ
物
§
q
ミ
鴨
謁
自
眺
轟
§
蹴
蹄

　
N
皆
ミ
§
｝
α
」
『
ω
．
閑
毎
ω
0
7
（
①
群
）
．
ミ
Q
寅
鴇
ミ
閏
噂
国
事
5
0
く
興
レ
Q
。
Q
。
Q
。
．
P

　
ω
Q
Q
Q
O
一
．
．
＜
貯
ぎ
ξ
ω
8
「
［
⑦
O
コ
O
ヨ
ぎ
Φ
鋤
α
O
O
ロ
。
α
自
‘
ヨ
幽
門
○
臼
Φ
く
O
O
餌
け
貿
ω
．
．
．

⑭
い
§
』
ふ
噂
薯
b
O
甲
8
　
、
、
h
鋤
。
8
豆
簿
簿
。
…
鴇
。
興
α
。
諄
仁
ω
営
¢
三
ω
2
ヨ

　
ω
器
。
巳
p
。
「
貯
3
0
臨
コ
。
σ
3
鐸
ω
．
．
9

⑮
卜
§
．
。
。
■
b
。
．
p
ω
刈
冒
、
．
9
ω
2
路
．
．
．
国
邑
β
旺
q
・
①
冨
8
幕
簿
。
平
ぎ
巴
牙
ω

　
詰
伊
亀
冨
．
．
．

⑯
頃
巴
♂
コ
ρ
魯
・
q
ド
箸
．
N
Φ
傘
切
O
は
こ
れ
ら
を
「
議
論
の
あ
る
・
疑
わ
し
い
教

　
会
会
議
」
と
し
て
い
る
。
ポ
ン
タ
ル
は
「
教
会
会
議
」
に
含
ん
で
い
な
い
。

⑰
例
え
ば
［
3
4
］
で
は
、
王
に
よ
り
反
逆
者
と
面
憎
さ
れ
た
後
、
俗
人
に
よ
り
尋

　
問
さ
れ
た
司
教
の
免
職
が
他
の
司
教
た
ち
に
よ
り
雷
い
渡
さ
れ
た
、
卜
§
・
H
ρ

　
一
㊤
．

⑱
卜
§
．
α
」
。
。
㍉
δ

⑲
田
ぽ
巳
噂
息
．
ミ
も
．
O
卜
。
は
「
王
権
に
よ
る
教
会
会
議
の
不
当
利
用
の
極
端
な

　
事
例
」
と
捉
え
て
い
る
。

⑳
卜
亀
．
伊
お

⑳
た
だ
し
王
が
締
ら
制
限
な
く
決
定
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
西
川
洋
～
門
ト

　
ウ
ー
ル
の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
に
お
け
る
国
王
の
刑
事
裁
判
権
」
西
川
洋
～
他
編
『
罪

　
と
罰
の
法
文
化
史
㎞
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
五
年
、
一
五
四
～
一
五
九
頁
で

　
は
、
司
教
裁
判
の
手
続
き
が
王
の
裁
判
権
に
一
定
の
制
約
を
課
し
得
た
こ
と
が
指

　
摘
さ
れ
て
い
る
。

⑫
［
1
5
｝
翻
い
驚
b
・
命
ω
費
［
2
0
］
1
1
卜
電
b
．
命
鳥
ご
［
2
9
］
翻
ト
ぴ
β
鉾
鱒
O
．

　
門
1
9
］
1
1
い
§
・
⊆
月
■
8
に
つ
い
て
は
、
℃
0
9
鎮
魯
．
驚
野
b
P
お
刈
－
轟
O
　

　
類
p
。
野
路
鼻
§
■
職
野
O
P
b
。
b
。
⑩
1
ω
ρ
　
［
1
3
扁
に
つ
い
て
は
以
下
の
注
⑳
参
照
。

⑳
　
　
［
1
5
］
に
つ
い
て
決
議
史
料
は
王
に
よ
る
招
集
に
言
及
し
免
職
さ
れ
た
サ
ッ
フ

　
ラ
ク
ス
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
、
O
◎
ミ
．
．
賢
b
．
回
①
①
よ
ρ
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
以
下

　
の
僅
か
な
記
述
し
か
残
し
て
い
な
い
、
卜
§
．
樫
G
。
9
P
一
①
Q
。
　
．
．
巷
＆
℃
鴛
巨
。
ω

　
℃
o
。
。
酌
。
。
冒
。
α
削
髪
山
影
ヨ
ρ
儒
器
ω
聾
鷲
¢
ヨ
Φ
客
℃
巳
評
．
．
■

⑭
な
お
［
1
3
嗣
に
つ
い
て
は
、
卜
尊
ミ
ミ
鷺
鴨
鷺
㌣
、
ヘ
ミ
、
①
．
α
．
ぎ
　
し
u
．
閑
毎
ω
o
び

　
（
巴
．
）
’
ミ
O
電
鴇
ミ
H
じ
。
、
頃
壁
口
。
＜
①
N
．
お
①
ρ
P
卜
⊃
G
。
Q
。
一
．
．
竃
9
。
材
8
Φ
豆
ω
8
9
…

　
団
円
㈹
p
易
Φ
鼠
ω
8
唱
。
藁
屋
8
コ
〈
①
篤
臣
四
α
ぴ
Q
器
『
q
Q
ε
ρ
O
獣
匡
Φ
σ
霞
3
0
「
Φ
o
q
Φ

　
ξ
σ
の
簿
①
…
ぎ
ρ
轟
ω
旨
。
鳥
。
、
、
．
不
正
に
告
発
さ
れ
た
た
め
に
追
放
さ
れ
た
マ
ル
ク
ス

　
が
王
の
招
集
し
た
集
会
で
復
職
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
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欝
　
決
議
史
料
に
カ
ノ
ン
は
な
く
三
通
の
署
名
入
り
書
簡
か
ら
な
る
、
O
§
q
’
・
O
P

　
隊
H
山
メ

⑯
　
卜
§
．
命
ミ
魍
娼
ワ
H
Q
。
甲
○
。
臼
、
、
躍
肖
五
二
〇
一
曹
韓
○
直
導
。
町
蝉
ヨ
巨
ニ
ヨ
簿

餓
堕
ぴ
興
夢
口
筥
冨
笹
ω
＜
Φ
訴
葭
①
宕
§
．
・
磐
鳳
α
℃
鋤
ユ
ω
ご
ω
o
旨
鄭
①
。
。
魯
尻
8
覧
お
α
q
巳

　
の
島
8
路
賢
Φ
ゆ
q
無
．
ド

⑳
　
～
例
と
し
て
［
2
3
］
で
は
、
司
教
の
署
名
入
り
書
簡
と
王
の
布
告
が
発
布
さ
れ

　
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
い
ず
れ
も
伝
来
は
し
て
い
な
い
、
卜
山
∪
．
伊
軽
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
章
　
勅
令
に
お
け
る
ω
旨
O
q
⊆
。
。

　
豊
富
に
伝
来
す
る
カ
ノ
ン
に
比
べ
、
勅
令
と
呼
ば
れ
る
文
書
の
伝
来
数
は
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
期
を
通
じ
て
極
め
て
少
な
い
。
そ
の
う
ち
ω
旨
9

9
器
に
雷
及
す
る
の
が
、
五
八
五
年
発
布
『
グ
ン
ト
ラ
ム
王
勅
令
』
と
六
一
四
年
発
布
『
ク
ロ
タ
ー
ル
ニ
世
勅
令
』
（
以
下
『
パ
リ
勅
令
幅
）
で
あ

①る
。
両
勅
令
は
、
そ
れ
ぞ
れ
［
2
9
］
と
［
3
5
］
で
の
カ
ノ
ン
決
議
を
受
け
て
発
布
さ
れ
て
お
り
、
カ
ノ
ン
集
が
収
録
さ
れ
た
同
じ
写
本
集
に
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ま
れ
る
形
で
伝
来
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
メ
ロ
ヴ
イ
ン
グ
朝
の
勅
令
の
特
徴
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ロ
ー
マ
的
な
法
文
化
と
の
関
係
で
あ
る
。
用
語
法
の
み
な
ら

ず
法
規
の
内
容
・
関
心
な
ど
の
側
面
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
の
影
響
や
、
文
書
形
式
の
面
で
も
属
州
行
政
に
お
い
て
役
人
に
宛
て
ら
れ
た
命
令
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
流
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
と
い
わ
れ
る
。
加
え
て
、
特
に
本
節
で
取
り
上
げ
る
勅
令
に
関
し
て
は
キ
リ
ス
ト
教
的
な
思
想
が
前
面
に
出
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
こ
と
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
王
権
と
し
て
名
高
い
カ
ロ
リ
ン
グ
王
権
の
立
法
と
の
類
似
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
勅
令
は
、
聖
職
者
の
手
に
な

る
史
料
が
多
い
中
で
、
発
布
し
た
王
権
側
の
意
図
や
認
識
を
直
接
的
に
反
映
し
う
る
数
少
な
い
史
料
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
勅
令
に
お
け
る

ω
選
○
α
窃
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
と
共
に
王
権
の
認
識
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
　
　
『
グ
ン
ト
ラ
ム
王
勅
令
』

　
五
八
五
年
マ
コ
ン
で
の
ω
巻
。
曾
ω
－
黒
熱
。
答
餌
臼
［
2
9
］
は
、
グ
ン
ト
ラ
ム
王
の
治
世
に
お
け
る
最
も
大
規
模
か
つ
重
要
な
集
会
で
あ
っ
た
。

王
は
前
年
に
総
称
者
の
排
除
に
成
功
し
、
さ
ら
に
は
ネ
ウ
ス
ト
リ
ア
分
国
王
と
し
て
即
位
し
た
幼
い
ク
ロ
タ
ー
ル
ニ
世
（
在
位
五
八
四
～
六
二
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九
）
を
影
響
下
に
入
れ
た
こ
と
で
、
い
ま
や
権
力
の
絶
頂
に
あ
っ
た
。
前
章
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
決
議
史
料
に
は
王
の
関
与
へ
の
言
及
が
み

ら
れ
な
い
が
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
記
述
に
よ
り
王
が
招
集
し
た
こ
と
や
悟
三
者
を
支
援
し
た
司
教
の
処
罰
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
の
集
会
は
五
八
四
～
八
五
年
の
政
治
状
況
と
密
接
に
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
カ
ノ
ン
決
議
の
一
八
日
後
、
王
は
司
教
・
聖
職
者
・
世
俗
官
職
者
に
向
け
て
勅
令
を
発
布
し
た
。
体
裁
は
規
定
を
羅
列
し
た
他
の
勅
令
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

異
な
り
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
基
づ
く
統
治
方
針
を
掲
げ
る
訓
示
的
な
文
章
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
詳
し
く
説
明
し
な
い
が
、
特
に
カ
ノ
ン

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
日
曜
労
働
へ
の
厳
し
い
対
応
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
司
教
が
担
う
「
カ
ノ
ン
の
峻
厳
」
と
王
及
び
官
職
者
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

担
う
「
法
の
処
罰
」
と
が
一
体
と
な
り
悪
習
を
絶
つ
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
勅
令
と
ω
旨
。
曾
ω
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
締
め
く
く
り
で
あ
る
。

　
こ
の
勅
令
に
お
い
て
我
々
が
定
め
た
こ
と
が
永
遠
に
遵
守
さ
れ
る
よ
う
に
。
な
ぜ
な
ら
、
周
知
の
よ
う
に
、
我
々
が
マ
コ
ン
の
聖
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
ω
旨
。
α
器
に
て
定
め
よ
う
と
努
め
た
全
て
の
こ
と
を
、
こ
の
勅
令
に
よ
り
公
布
す
る
た
め
で
あ
る
。

ヴ
ォ
ル
は
王
に
よ
る
何
ら
か
の
演
説
が
勅
令
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
上
で
、
カ
ノ
ン
と
勅
令
の
発
布
の
問
に
隔
た
り
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

こ
と
か
ら
、
。
・
§
0
9
ω
の
後
に
王
が
俗
人
ら
を
集
め
た
別
の
集
会
で
勅
令
を
発
布
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
、
ω
醤
。
曾
ω
以

外
に
何
ら
か
の
集
会
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
重
要
な
の
は
、
王
権
側
が
勅
令
と
ω
旨
○
曾
ω
の
密
接
な

関
係
を
明
記
し
た
点
で
は
な
い
の
か
。
先
に
引
用
し
た
文
雷
を
み
る
限
り
、
王
権
側
は
「
聖
な
る
」
ω
醤
0
9
ω
で
の
協
議
・
決
定
に
基
づ
い
て

勅
令
を
発
布
し
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
先
行
研
究
で
は
、
「
世
俗
法
」
で
あ
る
勅
令
が
「
宗
教
法
」
で
あ
る
カ
ノ
ン
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

正
式
に
承
認
し
、
法
的
効
力
を
付
与
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
勅
令
全
体
の
主
旨
・
意
図
が
看
過
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。

　
ま
ず
勅
令
の
冒
頭
で
は
、
王
が
神
に
よ
り
支
配
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
カ
ノ
ン
と
法
に
反
す
る
数
々
の
罪
深
き
行

為
が
横
行
し
て
い
る
た
め
に
王
国
の
秩
序
が
危
険
に
晒
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
人
民
の
救
済
を
任
務
と
す
る
王
自
身
や
司
教
た
ち
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

神
罰
が
下
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
状
況
を
是
正
す
る
上
で
勅
令
が
重
要
だ
と
強
調
し
た
の
は
聖
俗
権
力
の
協
力
に
よ
る
「
矯
正
」
で
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⑫

あ
っ
た
。
実
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
代
の
ブ
ル
グ
ン
ド
で
は
、
聖
職
者
の
風
紀
の
乱
れ
を
正
す
目
的
で
教
会
改
革
が
行
わ
れ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
お
り
、
グ
ン
ト
ラ
ム
の
勅
令
を
マ
コ
ン
で
決
議
さ
れ
た
カ
ノ
ン
と
共
に
そ
の
文
脈
に
位
置
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
勅
令
の
関
心
は
世

俗
法
と
カ
ノ
ン
の
明
確
な
区
別
で
は
な
く
、
聖
俗
協
調
に
基
づ
く
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
秩
序
維
持
な
の
で
あ
る
。
勅
令
が
ω
旨
○
脅
ω
で
の
協

議
・
決
定
に
言
及
し
た
の
は
、
カ
ノ
ン
の
制
定
が
王
の
責
任
と
王
国
全
体
の
秩
序
に
関
わ
る
重
要
な
課
題
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
に
他

な
ら
な
い
。

　
五
八
五
年
マ
コ
ン
の
集
会
は
、
決
議
史
料
、
『
歴
史
十
巻
』
、
勅
令
の
全
て
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
唯
一
の
事
例
で
あ
る
。
各
史
料
は
同
じ
集

会
を
別
々
の
視
点
か
ら
描
い
て
お
り
、
伝
え
る
情
報
も
全
て
異
な
る
。
情
報
を
総
合
す
る
と
、
こ
の
集
会
は
開
催
の
決
定
、
参
加
者
の
招
集
、

裁
判
で
の
決
定
や
そ
の
後
の
勅
令
発
布
な
ど
、
多
く
の
側
面
に
王
が
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
ノ
ン
の
制
定
に
は
王
の
直
接
的
関
与
が
確

認
で
き
な
い
た
め
、
正
式
な
決
議
は
司
教
の
み
に
よ
り
行
わ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
こ
れ
は
カ
ノ
ン
が
、
王
権
の
関
与
に
言
及
し

な
い
決
議
史
料
の
み
に
よ
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
情
報
の
偏
り
と
も
考
え
う
る
。
実
際
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
、
グ
ン
ト
ラ
ム
王
が
カ
ノ

ン
の
違
反
に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
司
教
と
俗
人
を
集
め
た
ま
た
別
の
集
会
に
お
い
て
王
が
行
っ
た
と
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

れ
る
、
勅
令
に
類
似
し
た
認
識
が
表
れ
る
「
演
説
」
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
　
『
パ
リ
勅
令
馳

　
決
議
史
料
に
よ
れ
ば
、
六
一
四
年
一
〇
月
一
〇
日
、
ク
薄
藍
ー
ル
ニ
世
の
要
請
で
ガ
リ
ア
全
域
及
び
ブ
リ
テ
ン
の
一
部
か
ら
来
た
八
○
名
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

く
の
司
教
が
パ
リ
で
ω
醤
。
仙
蹴
①
o
o
難
勢
車
ヨ
［
3
5
］
に
参
加
し
た
。
王
は
六
＝
二
年
に
三
分
国
の
支
配
者
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
集
会
は
王
国

の
統
合
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
政
治
的
に
非
常
に
重
要
な
集
会
に
も
関
わ
ら
ず
、
招
集
以
外
に
王
権
と
の
関
わ
り
を
示
す
記
述
は

特
に
見
当
た
ら
な
い
。
し
い
て
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
序
文
に
お
い
て
協
議
が
教
会
や
人
民
の
み
な
ら
ず
君
主
に
と
っ
て
も
利
益
な
こ
と
に
関
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
カ
ノ
ン
の
鋼
定
が
王
権
に
も
関
わ
る
と
い
う
司
教
た
ち
の
認
識
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
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カ
ノ
ン
決
議
の
八
日
後
、
王
は
パ
リ
に
て
勅
令
を
発
布
し
た
。
一
般
に
こ
の
勅
令
は
、
カ
ノ
ン
に
修
正
を
加
え
た
上
で
承
認
し
た
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

り
、
「
教
会
会
議
」
後
の
世
俗
の
「
王
国
集
会
」
に
て
発
布
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
カ
ノ
ン
は
司
教
の
選
出
に
お
け
る
聖
職

者
・
信
徒
及
び
管
区
司
教
の
役
割
の
み
を
あ
げ
て
い
る
が
、
一
方
の
勅
令
は
王
に
よ
る
承
認
や
宮
廷
人
の
司
教
任
命
の
可
能
性
に
言
及
し
て
い

る
。
他
に
も
、
奴
隷
解
放
や
裁
判
権
な
ど
に
つ
い
て
認
識
の
相
違
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
聖
俗
規
定
の
不
一
致
は
王
権
と
教
会
の
利
益
の
対
立

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

を
示
す
も
の
と
さ
れ
る
。

　
王
と
司
教
た
ち
の
利
害
が
完
全
に
は
合
致
し
な
か
っ
た
と
い
う
限
り
に
お
い
て
は
、
そ
の
解
釈
に
＝
疋
の
妥
当
性
は
見
出
し
う
る
が
、
実
際

は
協
調
の
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
勅
令
の
第
一
条
に
は
カ
ノ
ン
が
遵
守
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
教
会
に
対
す
る
王
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
全
面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
具
体
的
な
条
項
に
つ
い
て
は
、
司
教
が
存
命
中
に
後
任
を
指
名
す
る
行
為
を
禁
じ
た
カ

ノ
ン
は
勅
令
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
勅
令
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
公
職
就
任
の
禁
止
や
教
会
特
権
の
保
証
な
ど
を
定
め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
規
定
は
明
ら
か
に
司
教
の
利
益
に
合
致
し
た
は
ず
で
あ
る
。
六
二
七
年
の
決
議
史
料
に
お
い
て
カ
ノ
ン
と
並
ん
で
勅
令
の
規
定
が
遵
守
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
司
教
た
ち
自
身
が
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
勅
令
が
教
会
の
利
益
に
反
す
る
も
の
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら

　
⑳

れ
る
。

　
こ
う
し
た
勅
令
と
決
議
史
料
の
関
係
を
念
頭
に
ω
旨
。
含
ω
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
勅
令
の
最
終
条
に
あ
た
る
第
二
四
条
で
は
以
下

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
我
々
が
ω
ヨ
。
α
既
Φ
0
8
0
監
g
ヨ
に
て
司
教
た
ち
、
主
立
っ
た
有
力
者
た
ち
、
そ
し
て
我
が
忠
臣
た
ち
と
定
め
た
こ
れ
ら
の
決
定
…
…

こ
の
一
節
に
よ
れ
ば
、
勅
令
の
協
議
・
決
定
は
、
王
・
司
教
・
俗
人
が
参
加
す
る
ω
旨
。
留
δ
0
9
0
霞
g
8
に
て
行
わ
れ
た
。
決
議
史
料
で
も
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

が
招
集
し
た
集
会
に
は
同
じ
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
用
語
が
使
わ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
大
き
く
異
な
る
二
つ
の
イ

メ
ー
ジ
が
表
れ
て
い
る
。
決
議
史
料
が
司
教
の
み
に
よ
る
カ
ノ
ン
制
定
の
た
め
の
集
会
を
示
す
一
方
で
、
勅
令
は
王
・
司
教
・
俗
人
に
よ
る
勅

令
発
布
の
た
め
の
合
同
集
会
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
決
議
史
料
で
は
司
教
が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
一
方
で
、
勅
令
で
は
王
が
主
導
権
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を
握
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
書
き
方
と
な
っ
て
い
る
。
王
に
よ
る
招
集
と
司
教
の
参
加
と
い
う
基
本
的
な
点
を
除
き
、
二
つ
の
史
料
は
全
く
異

な
る
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
先
行
研
究
で
は
十
分
に
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
先
ほ
ど
示
し
た
王
権
と
教
会
の
利
害
対
立
を
背
景
に
「
教
会
会
議
」
と

「
王
国
集
会
」
と
い
う
別
々
の
立
法
の
た
め
の
集
会
が
想
定
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
レ
ー
ニ
ン
グ
の
古
典
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
勅
令
が
言
及
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
。
・
《
8
盆
δ
8
p
畠
置
B
と
は
、
実
際
は
「
王
国
集
会
」
を
意
味
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
勅
令
を
発

布
し
た
王
権
側
が
そ
も
そ
も
な
ぜ
そ
の
集
会
用
語
を
使
用
し
た
の
か
に
つ
い
て
も
説
明
で
き
て
い
な
い
。
仮
に
先
行
研
究
で
考
え
ら
れ
て
き
た

よ
う
に
、
司
教
の
み
の
集
会
と
、
王
・
俗
人
が
加
わ
っ
た
集
会
と
が
別
々
に
存
在
し
た
と
し
て
も
、
史
料
上
で
は
そ
の
区
別
は
見
出
せ
な
い
た

め
、
そ
う
し
た
議
論
は
有
益
と
は
思
え
な
い
。
こ
こ
で
よ
り
重
要
な
の
は
、
協
議
・
決
定
が
行
わ
れ
た
の
は
あ
く
ま
で
ω
醤
。
α
巴
Φ
8
湾
　
貯
8

で
あ
り
、
そ
の
他
の
「
世
俗
」
の
集
会
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
王
権
側
の
認
識
で
あ
る
。

　
勅
令
に
お
い
て
王
権
と
ω
醤
0
9
の
の
関
係
が
こ
う
し
て
描
か
れ
た
理
由
を
知
る
に
は
、
序
文
に
示
さ
れ
る
勅
令
の
目
的
に
目
を
向
け
る
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

要
が
あ
る
。
序
文
で
は
ま
ず
、
秩
序
を
保
つ
こ
と
に
よ
り
神
の
恩
寵
が
も
た
ら
さ
れ
、
「
王
国
の
幸
福
」
が
増
す
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
そ
れ

に
基
づ
い
て
勅
令
の
目
的
は
、
こ
れ
ま
で
定
め
ら
れ
て
き
た
法
規
を
改
定
し
、
神
の
恩
寵
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、
第
一
条
で
カ
ノ
ン
に
対
す
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
勅
令
に
お
い
て
は
、
司
教
が
定
め
た
カ
ノ
ン
は

決
し
て
王
が
定
め
た
法
規
と
対
立
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
神
の
恩
寵
に
基
づ
く
秩
序
の
維
持
を
目
指
す
王
権

に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
王
権
側
の
認
識
で
は
、
ω
冒
。
α
鉱
Φ
o
o
⇒
豊
ご
白
は
聖
俗
両
方
の
意
味
で
王
国
の
秩
序
に
寄
与

す
る
集
会
で
あ
り
、
そ
こ
で
王
自
身
が
申
心
的
な
役
割
を
果
た
す
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
以
上
の
検
討
か
ら
、
二
点
の
勅
令
に
共
通
す
る
認
識
が
浮
か
び
上
が
る
。
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
王
国
の
秩
序
が
神
の
恩
寵
に
よ
っ
て
い
る

こ
と
、
さ
ら
に
そ
れ
を
維
持
す
る
上
で
王
が
重
要
な
役
割
を
担
う
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
王
国
の
秩
序
を
保
つ
上
で
聖
俗
協
調
が

重
要
な
要
素
と
し
て
現
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
は
、
ω
博
0
9
ω
は
教
会
や
聖
職
者
の
み
に
関
わ
る
も
の
で
は
な
く
、
王
権
や
王
国
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を
安
定
さ
せ
る
役
割
を
持
つ
集
会
と
し
て
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
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①
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ム
9
司
教
任
命
に
関
し
て
は
、
前
掲
徳
田
論
文
に
詳
し
い
。
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、
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男
。
霞
曽
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箋
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第
五
章
　
ω
旨
。
Ω
器
の
多
様
性
と
そ
の
意
味

第
一
節
　
イ
メ
ー
ジ
と
実
態

　
こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
も
明
ら
か
と
な
っ
た
よ
う
に
、
同
時
代
史
料
は
開
催
の
動
機
、
参
加
者
と
そ
の
関
与
の
度
合
い
、
扱
わ
れ
る
案
件
の

性
格
な
ど
、
ω
携
。
α
話
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
つ
い
て
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
て
い
る
。
本
節
で
は
そ
れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
総
合
す
る

こ
と
で
、
こ
の
時
代
の
ω
崔
。
費
ω
一
般
の
実
態
に
つ
い
て
論
じ
る
。

　
具
体
的
な
話
に
入
る
前
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
イ
メ
ー
ジ
と
実
態
の
関
係
で
あ
る
。
伝
統
的
な
研
究
者
た
ち
は
法
制
史
的
な
関
心
に
従

い
決
議
史
料
を
重
視
し
、
そ
の
史
料
に
よ
り
「
教
会
会
議
」
全
般
の
実
態
を
規
定
で
き
る
と
考
え
た
。
し
か
し
、
決
議
史
料
が
他
の
史
料
よ
り

も
忠
実
に
実
態
を
示
す
と
い
う
こ
と
は
自
明
で
は
な
く
、
証
明
も
さ
れ
て
い
な
い
。
他
方
で
ポ
ン
タ
ル
な
ど
は
、
残
さ
れ
た
史
料
の
イ
メ
ー
ジ

の
み
に
よ
り
各
集
会
の
役
割
を
立
法
的
・
政
治
的
・
司
法
的
な
ど
に
分
類
で
き
る
と
考
え
た
。
だ
が
こ
れ
も
、
イ
メ
ー
ジ
の
偏
り
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
客
観
的
な
分
類
と
は
言
い
難
い
。
従
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
と
実
態
の
関
係
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
各
史
料
に
同
等
の
史
料
的
価

値
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
各
イ
メ
ー
ジ
を
相
互
に
排
他
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
併
存
し
う
る
も
の
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
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こ
う
し
た
前
提
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
ω
旨
。
α
q
ω
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
全
て
の
イ
メ
ー
ジ
に
共
通
す
る
側
面
に
注
目
す
る
の

が
最
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
案
件
の
性
格
、
王
・
俗
人
の
関
与
、
司
教
の
参
加
と
い
う
三
つ
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

　
ま
ず
案
件
の
性
格
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
史
料
に
よ
り
多
様
だ
が
、
カ
ノ
ン
の
制
定
、
司
教
人
事
の
決
定
、
修
道
院
・
聖
堂
の
承
認
な
ど
、
聖

職
者
に
関
わ
る
決
定
が
行
わ
れ
る
傾
向
が
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
案
件
が
近
代
的
な
意
味
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
宗
教
」
に
限
定
さ

れ
た
意
味
を
持
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
当
時
の
状
況
下
で
、
司
教
人
事
な
ど
が
王
権
や
政
治
と
無
関
係
だ
っ
た
は
ず
が
な
い
。
ま
た

勅
令
に
よ
れ
ば
、
カ
ノ
ン
は
単
に
教
会
内
の
法
規
で
は
な
く
、
王
権
の
安
定
や
王
国
全
体
の
秩
序
に
も
関
わ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
こ

れ
に
加
え
て
、
我
々
か
ら
み
れ
ば
政
治
的
・
世
俗
的
と
し
か
思
え
な
い
よ
う
な
案
件
が
扱
わ
れ
た
事
例
も
確
認
で
き
る
。
そ
う
考
え
る
と
、

ω
醤
○
含
ω
は
聖
俗
に
と
ら
わ
れ
な
い
幅
広
い
機
能
を
有
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
王
・
俗
人
の
関
与
に
つ
い
て
も
史
料
に
よ
り
程
度
の
差
が
顕
著
で
は
あ
る
も
の
の
、
全
て
の
史
料
に
お
い
て
確
認
が
で
き
た
。
王
権
や
世
俗

的
な
案
件
へ
の
言
及
に
消
極
的
な
決
議
史
料
に
お
い
て
も
、
王
に
よ
る
招
集
は
～
般
的
な
こ
と
と
み
な
さ
れ
、
ま
れ
に
王
に
よ
る
議
題
の
設
定

や
俗
人
参
加
へ
の
雷
及
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
叙
述
史
料
や
勅
令
の
記
述
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
ω
旨
。
含
ω
と
王
権
の
関
係
は
こ
れ
ま
で
考

え
ら
れ
て
き
た
以
上
に
密
接
だ
っ
た
胃
能
性
が
あ
る
。
先
に
あ
げ
た
案
件
の
性
格
と
も
関
わ
る
が
、
司
教
の
任
免
、
秩
序
維
持
の
た
め
の
立
法
、

あ
る
い
は
政
治
的
な
協
議
な
ど
、
王
自
身
の
権
力
行
使
や
責
務
に
関
わ
る
案
件
が
扱
わ
れ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
ω
旨
0
9
ω
が
王
権
を
支
え

て
い
た
面
も
多
分
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
王
・
俗
人
の
関
与
や
参
加
の
「
法
的
」
根
拠
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
結
露
は
ど
の
史
料
を
み
る
か
で
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
た
め

客
観
的
に
は
判
断
し
難
い
。
決
議
史
料
を
み
た
限
り
で
は
、
彼
ら
に
参
与
す
る
資
格
は
基
本
的
に
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
叙
述
史
料
や

勅
令
で
は
司
教
の
主
体
性
が
前
提
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
同
時
に
王
が
決
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
深
く
関
与
す
る
存
在
と
し
て
現
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。
少
な
く
と
も
、
王
や
俗
人
が
た
だ
傍
観
す
る
だ
け
の
た
め
に
の
善
○
脅
の
に
関
わ
っ
た
わ
け
で
な
い
こ
と
は
こ
れ
ま
で
の
議
論
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
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最
後
に
司
教
の
参
加
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
案
件
の
性
格
や
王
・
俗
人
の
関
与
に
つ
い
て
は
か
な
り
の
多
様
性
が
あ
る
～
方
で
、
司
教
の
参

加
は
前
提
的
な
条
件
と
し
て
全
て
の
史
料
に
共
通
し
て
現
れ
る
。
筆
者
が
み
た
限
り
で
は
、
ど
の
史
料
に
お
い
て
も
司
教
の
参
加
が
直
接
的
な

い
し
間
接
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
ω
旨
0
9
ω
と
は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
「
司
教
が
参
加
す
る
集
会
」
だ
っ
た
と
い
え
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
司
教
が
協
議
・
決
定
を
行
う
存
在
と
し
て
登
場
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
こ
の
時
代
の
ω
題
0
9
ω
と
呼
ば
れ
る
集
会
が
聖
職
者
や
信
仰
に
関
わ
る
協
議
・
決
定
を
行
う
た
め
に
司
教
が
集
結

す
る
場
と
し
て
の
基
本
的
性
格
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
様
々
な
面
に
お
い
て
王
権
を
支
え
る
役
割
を
も
果
た
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
う
し
た
王
権
と
の
関
わ
り
も
あ
っ
て
、
我
々
か
ら
み
れ
ば
世
俗
的
・
政
治
的
な
案
件
が
扱
わ
れ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。
つ
ま
る

と
こ
ろ
、
ω
旨
○
含
ω
に
お
い
て
司
教
が
不
可
欠
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
た
し
か
だ
が
、
そ
れ
に
劣
ら
ず
王
権
と
の
関
係
も
重
要
な
要
素
だ

っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
ω
旨
。
身
ω
は
い
わ
ゆ
る
「
教
会
し
の
み
な
ら
ず
、
王
国
秩
序
全
体
に
直
結
す
る
集
会
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
こ
れ
を
本
稿
で
扱
う
時
代
全
般
に
当
て
は
め
る
に
は
一
定
の
留
保
が
必
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
史
料
の
残
存
が
相
当
偏
っ
て
お
り
、

六
世
紀
前
半
は
決
議
史
料
し
か
な
い
一
方
で
、
後
半
は
そ
れ
に
加
え
て
叙
述
史
料
や
勅
令
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
六
世
紀
前
半
の
決

議
史
料
に
は
初
代
王
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
に
よ
る
議
題
の
設
定
や
東
ゴ
ー
ト
朝
支
配
下
に
お
け
る
俗
人
参
加
へ
の
言
及
が
あ
り
、
他
方
で
キ
ル
デ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ル
ト
一
世
が
紹
⇒
o
α
器
と
の
関
連
で
発
布
し
た
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
、
異
教
礼
拝
を
禁
じ
た
勅
令
の
断
片
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
証

拠
は
、
六
世
紀
後
半
の
史
料
に
現
れ
る
王
権
と
ω
醤
0
9
ω
の
緊
密
な
関
係
が
そ
れ
以
前
か
ら
み
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
が
、
い
か
ん
せ
ん

直
接
的
な
証
拠
が
少
な
い
た
め
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
留
め
た
い
。

64　（336）

第
二
節
　
ω
＜
コ
。
Ω
⊆
ω
の
イ
メ
ー
ジ
と
キ
リ
ス
ト
教
的
秩
序
の
理
念

前
節
で
は
異
な
る
イ
メ
ー
ジ
を
総
合
す
る
こ
と
で
ω
旨
0
9
ω
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
試
み
た
。
本
節
で
は
逆
に
イ
メ
ー
ジ
の
相
違
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自
体
に
注
目
し
、
そ
れ
が
史
料
作
成
側
の
い
か
な
る
意
図
を
反
映
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
こ
の
時
代
の
王
権
と
教
会
を
め
ぐ
る
理
念
の

い
か
な
る
状
況
を
示
す
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
主
に
三
種
類
の
史
料
を
検
討
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
は
ω
葦
。
脅
ω
に
つ
い
て
二
つ
の
大
き
く
異
な
る
見
方
を
示
し
て
い
る
。
ま

ず
決
議
史
料
で
は
、
王
権
か
ら
自
立
的
な
、
カ
ノ
ン
制
定
の
た
め
の
司
教
申
心
の
集
会
イ
メ
ー
ジ
を
一
貫
し
て
描
い
て
い
る
。
一
方
グ
レ
ゴ
リ

ウ
ス
の
記
述
と
勅
令
は
、
共
通
し
て
聖
職
者
の
み
な
ら
ず
王
権
や
政
治
に
も
密
接
に
関
わ
る
集
会
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
て
い
る
。
端
的
に
い
う
と
、

決
議
史
料
と
叙
述
史
料
・
勅
令
と
で
は
ω
旨
○
脅
ω
と
王
権
の
関
係
が
異
な
る
形
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
単
純
に
情
報
の
有
無
や
関
心
の

相
違
に
よ
り
生
じ
た
差
異
と
は
い
え
な
い
。
勅
令
を
作
成
し
た
王
権
側
が
、
先
行
し
て
制
定
さ
れ
た
カ
ノ
ン
の
決
議
文
書
を
実
際
に
参
考
に
し

た
こ
と
が
明
白
に
も
関
わ
ら
ず
、
描
き
方
は
大
き
く
異
な
る
。
ま
た
、
決
議
史
料
の
ベ
ー
ス
と
な
る
決
議
文
書
や
カ
ノ
ン
集
を
作
成
し
た
聖
職

者
た
ち
は
、
同
じ
聖
職
者
で
あ
る
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
が
記
述
し
た
よ
う
な
王
権
の
関
与
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
た
め
、

各
史
料
の
作
成
に
携
わ
っ
た
個
人
な
り
集
団
な
り
が
、
前
節
で
示
し
た
よ
う
な
ω
醤
0
9
ω
の
多
様
な
実
態
を
認
識
し
つ
つ
も
、
特
定
の
集
会

イ
メ
ー
ジ
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
そ
の
北
量
尽
に
は
い
か
な
る
意
図
が
あ
る
の
か
。

　
決
議
史
料
の
元
と
な
っ
た
決
議
文
書
に
せ
よ
カ
ノ
ン
集
に
せ
よ
、
そ
の
作
成
に
携
わ
っ
た
の
は
司
教
や
そ
の
他
の
聖
職
者
で
あ
る
。
既
に
述

べ
た
よ
う
に
、
彼
ら
が
描
く
の
は
カ
ノ
ン
制
定
を
目
的
と
す
る
司
教
の
集
会
で
あ
り
、
王
・
俗
人
の
関
与
へ
の
言
及
は
最
小
限
に
留
め
ら
れ
た
。

王
自
身
が
集
会
に
直
接
参
加
し
た
こ
と
を
示
す
決
議
史
料
は
～
つ
も
な
い
。
集
会
を
通
じ
て
教
会
の
秩
序
や
聖
職
者
・
信
徒
の
信
仰
生
活
を
守

る
と
い
う
宗
教
的
責
任
を
襲
う
の
は
司
教
で
あ
り
、
世
俗
支
配
者
た
る
王
で
は
な
い
。
そ
う
考
え
る
と
、
決
議
史
料
が
司
教
中
心
の
集
会
イ

メ
ー
ジ
を
一
貫
し
て
描
い
た
の
は
、
教
会
が
世
俗
権
力
か
ら
自
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
理
由
で
、
場

合
に
よ
っ
て
は
王
に
よ
る
招
集
や
政
治
に
関
わ
る
裁
判
へ
の
書
及
が
意
図
的
に
省
か
れ
た
と
考
え
う
る
。

　
こ
れ
と
は
対
照
的
な
の
が
勅
令
で
あ
る
。
勅
令
で
強
調
さ
れ
た
の
は
教
会
と
世
俗
の
区
別
で
は
な
く
、
む
し
ろ
王
と
司
教
の
協
力
に
基
づ
く

王
国
秩
序
の
維
持
で
あ
っ
た
。
そ
の
秩
序
と
は
、
近
代
的
な
世
俗
国
家
に
お
け
る
そ
れ
と
は
異
な
り
、
何
よ
り
も
神
の
恩
寵
の
基
づ
く
も
の
で
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あ
っ
た
。
特
に
王
は
重
大
な
責
務
を
負
っ
て
お
り
、
カ
ノ
ン
の
遵
守
や
人
民
の
安
寧
に
も
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
思
想
的
な

前
提
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
ω
旨
。
含
の
が
王
権
か
ら
自
立
し
た
司
教
の
み
の
集
会
と
し
て
描
か
れ
る
は
ず
は
な
い
。
王
権
側
は
司
教
の
役
割
を
決
し

て
軽
視
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
王
の
役
割
を
そ
れ
に
劣
ら
ぬ
も
の
と
考
え
た
。
従
っ
て
、
勅
令
は
決
議
文
書
に
記
さ
れ
た
個
別
の
カ
ノ
ン
へ

の
対
応
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
宗
教
的
な
側
面
を
含
め
た
王
国
秩
序
の
維
持
に
お
け
る
王
の
役
割
の
重
要
性
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
う

る
。　

た
だ
し
こ
れ
を
も
っ
て
、
単
純
に
世
俗
権
力
が
宗
教
を
利
用
し
て
自
ら
の
権
威
を
高
め
よ
う
と
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。
む
ろ
ん
そ

う
し
た
側
面
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
勅
令
発
布
の
背
景
に
王
た
ち
の
信
仰
心
が
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
実
際
、
グ

レ
ゴ
リ
ウ
ス
は
グ
ン
ト
ラ
ム
王
の
敬
慶
さ
を
度
々
賛
美
し
て
お
り
、
他
方
で
七
世
紀
中
頃
の
年
代
記
で
は
ク
ロ
タ
ー
ル
ニ
世
が
慈
善
的
で
敬
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
人
物
と
評
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
王
た
ち
が
自
ら
の
キ
リ
ス
ト
的
な
責
務
を
自
覚
し
た
上
で
勅
令
を
発
布
し
た
面
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ

る
。　

グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
記
述
に
お
い
て
も
勅
令
と
同
様
に
、
王
は
世
俗
の
事
柄
だ
け
で
な
く
教
会
の
問
題
に
も
責
任
を
持
つ
存
在
と
し
て
描
か
れ

る
。
彼
は
ω
寡
0
9
ω
の
招
集
を
始
め
と
し
て
、
司
教
任
免
な
ど
に
王
が
関
与
す
る
こ
と
を
当
然
と
み
な
し
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
れ
を
越
権

行
為
や
世
俗
権
力
に
よ
る
教
会
へ
の
不
当
な
干
渉
で
あ
る
と
し
て
批
判
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
彼
は
、
王
が
司
教
の
助
言
を
尊
重
し
、
キ
リ
ス

ト
教
的
な
教
え
に
従
い
な
が
ら
、
聖
俗
に
関
係
な
く
秩
序
を
守
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
る
と
、
史
料
に
表
れ
る
ω
旨
0
9
ω
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
王
権
と
教
会
、
そ
し
て
聖
と
俗
の
関
係
が
ど
う
あ
る
べ
き
な

の
か
と
い
う
、
よ
り
大
き
な
理
念
と
密
接
に
関
係
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
一
方
で
教
会
の
自
立
性
と
聖
俗
権
力
の
区
別
を
求
め
る

考
え
方
と
、
他
方
で
王
権
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
役
割
を
積
極
的
に
認
め
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
れ
は
単

に
教
会
と
王
権
の
対
立
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
よ
う
に
聖
職
者
の
中
に
も
王
権
の
役
捌
を
認
め
る
動
き
が
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
は
、
王
権
の
キ
リ
ス
ト
教
化
と
い
う
文
脈
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ク
ロ
ー
ヴ
ィ
ス
以
来
キ
リ
ス
ト
教
的
な
要
素
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メロヴィング期におけるsynodusのイメージと実態（五一一～六一四年）（立川）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
一
般
的
に
王
権
の
キ
リ
ス
ト
教
化
が
一
層
進
展
す
る
の
は
七
世
紀
以
降
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
六
世
紀
末

の
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
の
『
歴
史
十
巻
』
や
グ
ン
ト
ラ
ム
王
の
勅
令
な
ど
に
お
い
て
、
既
に
そ
う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
化
の
動
き
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
ま
た
こ
れ
は
本
稿
の
考
察
対
象
で
は
な
い
の
だ
が
、
六
二
〇
～
六
七
〇
年
代
の
決
議
史
料
に
お
い
て
は
、
六
世
紀
と
は
明
ら
か
に

異
ハ
な
り
、
王
権
や
俗
人
の
役
割
を
よ
り
積
極
的
に
認
め
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
表
れ
て
く
る
点
は
実
に
興
味
深
く
、
七
世
紀
以
降
に
教
会
内
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ω
醤
0
9
ω
に
関
す
る
認
識
に
変
化
が
生
じ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

①
Ω
§
・
も
P
b
。
山
恐
ら
く
五
三
〇
年
代
の
ω
旨
。
創
世
（
［
9
・
1
1
・
1
2
］
の
い
ず

　
れ
か
）
に
合
わ
せ
て
発
布
さ
れ
た
、
乏
亀
．
魯
．
9
野
b
P
O
山
ω
．
箇
ω
α
興
ρ
魯
・
9
猶

　
O
や
ω
む
占
“
は
門
グ
ン
ト
ラ
ム
勅
令
』
や
『
パ
リ
勅
令
隔
と
の
共
通
性
、
ブ
ル
グ

　
ン
ド
に
お
け
る
ロ
ー
マ
的
・
キ
リ
ス
ト
教
的
な
法
伝
統
と
の
関
連
性
を
指
摘
し
て

　
い
る
。
こ
れ
は
ω
旨
。
α
霧
と
王
権
の
関
係
が
地
域
に
よ
り
異
な
っ
た
こ
と
、
さ

　
ら
に
ブ
ル
グ
ン
ド
に
お
い
て
そ
の
関
係
が
特
に
緊
密
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

　
あ
り
、
今
後
検
討
に
値
す
る
重
要
な
点
で
あ
る
。

②
グ
ン
ト
ラ
ム
の
描
写
に
つ
い
て
は
、
寓
虫
口
N
①
巨
馨
噂
魯
．
。
鍬
も
℃
．
切
一
喝
㎝
．
ク

お
　
わ
　
り
　
に

　
ロ
タ
…
ル
ニ
世
に
つ
い
て
は
、
文
話
α
Φ
σ
Q
霞
巴
ρ
O
ミ
。
ミ
ら
鳥
阜
F
爵
¶
由
り
し
d
．

　
困
壁
ω
0
7
（
Φ
α
・
）
旧
さ
珍
い
葡
ミ
H
H
噂
寓
楽
劇
。
＜
霞
」
Q
O
Q
。
Q
◎
’
や
｝
禽
．

③
さ
し
あ
た
り
、
尾
．
鵠
①
戸
．
、
↓
女
房
①
ω
鼠
跨
Φ
し
u
筐
Φ
他
山
窪
Φ
℃
興
8
旨
8
鼠

　
匹
コ
㈹
路
督
ぎ
竃
興
。
〈
㌶
笹
磐
O
国
恥
．
．
’
肉
ミ
督
§
ミ
§
ミ
肉
ミ
愚
鴨
刈
（
一
8
0
。
）
噌
◎
P

　
b
っ
謡
1
㊤
ρ

④
王
権
の
キ
リ
ス
ト
教
的
描
写
や
王
・
俗
人
の
参
加
へ
の
琶
及
が
み
ら
れ
る
よ
う

　
に
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
検
討
を
予
定
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
ω
旨
。
α
霧
は
無
批
判
に
「
教
会
会
議
」
と
み
な
さ
れ
、
特
に
決
議
史
料
に
基
づ
く
制
度
的
枠
組
み
を
前
提
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

あ
る
集
会
が
ひ
と
た
び
「
教
会
会
議
」
と
認
定
さ
れ
る
と
、
そ
れ
は
実
態
に
関
係
な
く
他
の
集
会
と
は
別
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
制
度
的
区
分
を
前
提
と
せ
ず
、
同
時
代
史
料
に
表
れ
る
ω
旨
○
α
¢
ω
の
イ
メ
ー
ジ
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
集
会
の
実
態
を
検
討
し
て

き
た
。

　
ま
ず
当
時
の
史
料
が
ω
旨
0
9
の
に
つ
い
て
極
め
て
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
を
描
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
中
で
王
権
や
世
俗
に
関
す
る
部
分
を

ど
う
取
り
上
げ
る
か
に
つ
い
て
史
料
間
で
大
き
な
相
違
が
確
認
で
き
た
。
こ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
総
合
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
六
世
紀
末
か
ら
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七
世
紀
初
頭
に
お
い
て
は
、
ω
醤
。
曾
ω
が
先
行
研
究
で
想
定
さ
れ
る
厳
密
な
制
度
的
枠
組
み
に
基
づ
い
て
機
能
し
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
教

会
の
み
な
ら
ず
王
権
や
世
俗
に
も
関
わ
る
案
件
を
扱
う
集
会
だ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
他
方
で
イ
メ
ー
ジ
の
相
違
か
ら
、
史
料
を
作
成
す
る

聖
職
者
や
王
権
側
に
お
い
て
、
王
権
・
教
会
、
聖
・
俗
の
関
係
を
め
ぐ
る
意
識
が
一
様
で
は
な
か
っ
た
こ
と
示
し
た
。
従
っ
て
、
当
時
ω
醤
9

α
器
は
固
定
的
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、
同
時
代
人
の
様
々
な
思
惑
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
集
会
概
念
で
あ
っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
ω
醤
。
曾
ω
を
従
来
の
意
味
で
の
「
教
会
会
議
」
と
し
て
一
律
に
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
も
そ
も
、
同
時
代
人
に

お
い
て
そ
う
し
た
一
貫
し
た
理
解
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
実
態
と
し
て
聖
職
者
の
み
の
集
会
は
存
在
し
た
が
、
他
方
で
王
が
主
導
す
る
集
会
と

区
別
が
で
き
な
い
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
ω
旨
○
曾
ω
に
一
定
の
制
度
的
枠
組
み
が
あ
っ
た
こ
と
を
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
も
の
の
、
司

教
が
参
加
し
積
極
的
な
役
捌
を
果
た
す
と
い
う
、
同
時
代
史
料
全
般
に
共
通
し
て
現
れ
る
性
格
に
基
づ
き
、
さ
し
あ
た
り
広
義
的
に
「
司
教
集

会
」
と
理
解
す
る
ほ
う
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、
他
の
集
会
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
今
回
は
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た
集
会
の
よ
り
旦
ハ
体

的
な
側
面
の
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
王
権
を
含
め
た
当
時
の
王
国
秩
序
全
体
に
お
け
る
ω
醤
0
9
ω
の
位
置
づ
け
を
一
層
明
確
に
す
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。
本
稿
で
は
、
従
来
の
解
釈
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
さ
ら
な
る
分
析
の
前
提
と
な
る
枠
組
み
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
最
後
に
述
べ
て
お
く
と
、
一
般
的
に
は
カ
ロ
リ
ン
グ
期
に
入
る
と
「
教
会
会
議
」
と
世
俗
の
「
王
国
集
会
偏
と
の
統
合
が
進
み
、
そ
れ
以
前

に
比
べ
て
王
権
と
の
関
係
が
極
め
て
緊
密
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
の
分
析
を
ふ
ま
え
れ
ば
そ
う
し
た
考
え
方
に
は
修
正
の
余
地
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
む
ろ
ん
、
七
世
紀
に
お
け
る
状
況
や
変
化
に
つ
い
て
今
後
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
は
あ
る
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
六
世

紀
末
の
時
点
で
ω
唇
○
身
ω
が
実
態
・
理
念
の
両
面
に
お
い
て
、
「
教
会
」
の
み
な
ら
ず
王
国
秩
序
に
も
関
わ
る
多
様
な
役
割
を
持
つ
、
王
権
と

密
接
に
関
わ
る
集
会
と
し
て
現
れ
始
め
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
り
、
そ
こ
に
カ
ロ
リ
ン
グ
期
と
の
重
要
な
接
点
を
見
出
せ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
立
命
館
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）
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the　Qin　and　Six　Kingdoms　coexisted，　but　at　the　core　of　thls　system　was　the

existent　of　one　king　who　could　be　called　the　first　among　equals．　And　this

first　among　equals－traditionally　the　King　of　Zhou，　the　Son　of　Heaven－was

precisely　the　one　person　who　could　ultimately　confirm　the　legitimacy　of

kings　of　other　states，　and　under　the　multi－state　system　of　the　latter　part　of

the　Warring　States　period，　he　held　not　only　the　authority　to　recognize

legitimacy　but　was　also　a　leader（従長）who　could　initiate　military　action

leading　multiple　states．

　　Converse｝y，　examining　the　Xiang　Yu’s　feudalism　of　the　eighteen　kings

from　the　above　angle，　his　system，　son　of　heaven，　hegemon，　feudal　｝ords，　i．e．，

the　SpriRg－and－Autumn－period，　tri－level　structure　that　existed　until　the

middle　of　the　Warring　States　period，　was　greatly　different　from　the　bi－level

system　of　the　latter　part　of　the　Warring　States　period．　However，　on　the　other

hand，　the　new　system　of　Xiang　Yu　that　at　first　glance　seems　extrerne　was

also　constrained　by　the　multi－state　system　that　followed　the　uprising　of　Chen

She．　ln　addition，　the　primary　cause　of　the　devastating　collapse　of　Xiang　Yu’s

new　system　was　that　it　was　established　on　measures　such　as　the　divisions

into　various　states　and　the　movement　of　Wei　that　were　politlcally　ill－

considered，　but　in　contrast　behind　the　appearance　of　such　a　system　was　the

struggle　betweeR　Xiang　Yu’s　policy　and　the　multi－state　system　that　appeared

ln　the　latter　half　of　the　Warring　States　period　after　Chen　She．　ln　this　way，

the　system　of　Xiang　Yu　led　to　a　return　to　the　situation　of　the　｝atter　part　of

the　Warring　Staees　period　shortly　after　it　was　initiated，　and　eventua｝ly　the

death　of　Xiang　Yu　in　battle　and　the　accession　of　Liu　BaRg　to　emperor．

Images　and　Reality　of　Synodi　in　the　Merovingiait　Era　（a．　511－614）

by

TATSUKAWA　James

　　In　Roman－era　sources　the　terms　synodus　and　concilium，　commonly　known

as　Church　counci！s，　were　used　iRterchangeably　to　denote　religious

assemblies　attended　by　the　clergy；　in　these　assemblles　canons　were

promulgated，　clerics　djsciplined，　and　jssues　of　dogma　discussed　RoinaR　GauJ

in　particular，　especially　during　the　fourth　aRd　fifth　centuries，　was　a　region
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where　many　of　these　assemblies　were　held，　and　even　after　the　eventual

coilapse　of　imperial　authority，　the　Church　and　its　councils　survived．　Under

the　MerovingiaR　Fran｝cs　（c．481－751＞，　the　new　masters　of　post－Roman　Gaul，

councils　continued　to　be　held，　and　a　slgnificant　amount　of　canonical

legislation　produced　in　this　period　has　been　passed　down　to　us．

　　For　nearly　two　centuries　research　has　centred　upon　the　institutional／legal

’features　and　development　of　Church　eouncits．　As　for　Merovingian　counciis，

many　scholars　seem　to　agree　on　the　following　three　points．　First，　the

couRcils　were　religious　assemblies　held　mainly　iR　order　to　legislate　canon

law．　Second，　kings　and　other　laymeR　did　not　normally　attend　councils，　and

even　if　they　did，　had　Ro　legal　right　to　deliberate　or　vote　on　religious　affairs．

Third，　the　councils　were　an　institution　of　the　Church　and　thus　completely

separate　from　secular　assemblies．　ln　short，　councils　in　the　Merovingian　era

were　orgaRs　of　a　Church　that　was　basically　independent　of　secular　authority．

Naturally，　seeular　involvement　was　not　unheard　of，　but　the　majority　of

scholars　maintain　that　such　involvement　did　not　bring　about　a　change　in　the

basic　institutional　framework　of　the　councils．

　　However，　in　recent　years　it　has　become　increasingly　difficult　to　maintain

that　early　medieval　synodi　were　mere｝y　assemblies　of　a　religious　nature．　For

example，　regarding　the　Carolingian　era，　Mayke　De　Jong　has　pointed　out　that

synodi　were　arenas　in　which　the　uRity　of　the　realm　was　displayed，　and

Takuro　Tsuda　has　revealed　the　problematic　nature　of　the　traditional

classifications　of　assemblies，　especially　the　widely　accepted　Church

council／royal　assembly　dichotomy．

　　It　is　in　light　of　such　findings　that　this　paper　aims　to　clarify　the　true

character　of　synodi　in　the　Merovingian　era　by　taking　into　consideration

three　major　sources：　canonical　legislation，　Bishop　Gregory　of　Tours’　Ten

Books　of　History，　and　several　edicts　promulgated　by　kings．　Do　the　sources

offer　different　images　of　synodi，　and　if　so，　why？　How　and　to　what　extent　do

those　images　reflect　the　reality　of　synodi　in　the　Merovingian　era？　Last　but

not　least，　what　implications　do　the　images　and　reality　of　synodi　have　for

understanding　the　relationship　between　sacred　and　secular　as　well　as　that

between　royal　authority　and　the　Church　in　tke　Merovingian　era？　These　are

the　questions　that　1　hope　to　answer　in　this　paper．

　　Through　a　detailed　analysis　of　the　sources，　it　is　made　clear　that

contemporary　images　of　synodi　were　by　no　means　homogenous　and　that，　at

least　by　the　late　sixth　and　early　seventh　century，　not　only　religious　matters

but　issues　concerning　royal　or　political　interests　were　discussed　in　these
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assemblies．　Additionally，　it　is　shown　that　kings　participated　in　synodi　to　a

much　larger　extent　than　previous　scholarship　has　assumed．　An　important

poiRt　is，　however，　that　each　source　tended　to　depict　different　images　of

synodi．　This　cannot　simply　be　explained　by　pure　lack　of　information　or

differences　in　｝iterary　interest　on　the　part　of　the　author（s）　or　propagator（s）．

In　fact，　what　was　at　stake　was　the　very　ideal　of　the　relationship　between

kings　and　bishops　and，　further，　the　role　of　the　king　in　securing　the　stabi｝ity

of　a　Christian　realm．

　　In　the　canonical　sources　that　were　first　written　and　later　compiled　by

clerics，　it　was　always　bishops　who　had　authority　over　religious　affairs，　and

the　role　tke　king　played　in　synodi　was　insignificant　and　in　some　cases　even

omitted．　Thus　canonica！　sources　emphasised　a　separation　of　clerical　and　｝ay

responsibiiity．　On　the　other　hand，　the　edicts　of　King　GuRtram　and　Clothar　II

state　not　only　that　the　stability　of　the　realm　but　the　salvation　of　the　king

himself　depended　on　the　grace　of　God．　ln　this　context，　synodi　embodied　the

cooperation　of　royal　and　episcopal　authority　in　securiRg　God’s　grace．　The

writings　of　Gregory　also　point　towards　a　similar　concept．　Although　a　cleric，

his　view　was　that　ultimate　reiigious　and　secular　responsibility　rested　with

the　king，　and　bishops　and　saints　were　to　advjse　and　admonjsh　him　so　that

royal　power　was　exercised　iR　accordance　with　Christian　teachings，　lest

divine　punishment　befall　the　kingdom．　Thus　iR　his　Histories，　synodi　are

depicted　as　assemblies　that　pertained　to　both　royal　and　episcopal　interests．

　　In　conclusion，　synodi　were　in　reality　assemblies　that　played　wide－ranglng

roles　in　a　world　in　which　tke　“sacred”　and　the　“secular”　were　inseparably

linked，　To　uncritically　categorise　all　synodi　as　“Church”　councils　or

“religious”　gatherings　from　a　modern　point　of　view　would　be　to　overlool〈　a

fundamental　feature　of　early　medieval　society．
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